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(57)【要約】
【課題】高コントラストなカラーフィルタを形成可能な着色硬化性樹脂組成物を提供する
。
【解決手段】着色剤、樹脂、重合性化合物、重合開始剤及び式（Ｑ１）で表される化合物
を含み、着色剤がキサンテン染料を含む着色剤であり、着色剤の含有量が、固形分の総量
に対して、５質量％以上６０質量％以下である着色硬化性樹脂組成物。式（Ｑ１）中、Ａ
１及びＡ２は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素基を表す。Ａ３、Ａ
４、Ａ５及びＡ６は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素基を表すか、
Ａ３及びＡ４は、一緒になってこれらが結合する炭素原子とともにベンゼン環を形成して
もよい。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤、樹脂、重合性化合物、重合開始剤及び式（Ｑ１）で表される化合物を含み、
　着色剤がキサンテン染料を含む着色剤であり、
　着色剤の含有量が、固形分の総量に対して、５質量％以上６０質量％以下である着色硬
化性樹脂組成物。

［式（Ｑ１）中、Ａ１及びＡ２は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素
基を表す。
　Ａ３、Ａ４、Ａ５及びＡ６は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素基
を表すか、Ａ３及びＡ４は、一緒になってこれらが結合する炭素原子とともにベンゼン環
を形成してもよい。］
【請求項２】
　着色剤が、さらに顔料を含む着色剤である請求項１記載の着色硬化性樹脂組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の着色硬化性樹脂組成物により形成されるカラーフィルタ。
【請求項４】
　請求項３記載のカラーフィルタを含む表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着色硬化性樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　着色硬化性樹脂組成物は、液晶表示パネル、エレクトロルミネッセンスパネル及びプラ
ズマディスプレイパネルなどの表示装置に使用されるカラーフィルタの製造に用いられて
いる。このような着色硬化性樹脂組成物としては、染料、顔料、樹脂、重合性化合物、重
合開始剤及び溶剤からなる着色硬化性樹脂組成物が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－３２９９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来から知られる上記の着色硬化性樹脂組成物は、該着色硬化性樹脂組成物により得ら
れるカラーフィルタのコントラストは、必ずしも十分に満足できるものではなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、以下の発明を含む。
［１］　着色剤、樹脂、重合性化合物、重合開始剤及び式（Ｑ１）で表される化合物を含
み、
　着色剤がキサンテン染料を含む着色剤であり、
　着色剤の含有量が、固形分の総量に対して、５質量％以上６０質量％以下である着色硬
化性樹脂組成物。
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［式（Ｑ１）中、Ａ１及びＡ２は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素
基を表す。
　Ａ３、Ａ４、Ａ５及びＡ６は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素基
を表すか、Ａ３及びＡ４は、一緒になってこれらが結合する炭素原子とともにベンゼン環
を形成してもよい。］
［２］　着色剤が、さらに顔料を含む着色剤である［１］記載の着色硬化性樹脂組成物。
［３］　［１］又は［２］記載の着色硬化性樹脂組成物により形成されるカラーフィルタ
。
［４］　［３］記載のカラーフィルタを含む表示装置。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の着色硬化性樹脂組成物によれば、高コントラストなカラーフィルタを形成する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明のカラーフィルタの製造方法を説明する概略図である。
【図２】本発明のカラーフィルタの製造方法を説明する概略図である。
【図３】本発明のカラーフィルタの製造方法を説明する概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の着色硬化性樹脂組成物は、着色剤（Ａ）、樹脂（Ｂ）、重合性化合物（Ｃ）、
重合開始剤（Ｄ）及び式（Ｑ１）で表される化合物（以下「化合物（Ｑ１）」という場合
がある。）を含む。
　着色剤（Ａ）は、キサンテン染料（Ａ１）を含む。
　着色剤（Ａ）は、顔料（Ａ２）を含むことが好ましい。
　本発明の着色硬化性樹脂組成物は、さらに溶剤（Ｅ）及び／又はレベリング剤（Ｆ）を
含むことが好ましい。
　本発明の着色硬化性樹脂組成物は、重合開始助剤（Ｄ１）を含んでもよい。
　本明細書において、各成分として例示する化合物は、特に断りのない限り、単独で又は
複数種を組合せて使用することができる。
【０００９】
＜着色剤（Ａ）＞
　着色剤（Ａ）は、キサンテン染料（Ａ１）を含み、さらに顔料（Ａ２）を含むことが好
ましい。
　キサンテン染料（Ａ１）は、分子内にキサンテン骨格を有する化合物を含む染料である
。キサンテン染料（Ａ１）としては、例えば、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５１（以下、Ｃ．
Ｉ．アシッドレッドの記載を省略し、番号のみの記載とする。他も同様である。）、５２
、８７、９２、９４、２８９、３８８、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット９、３０、１０２
、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１（ローダミン６Ｇ）、２、３、４、８、Ｃ．Ｉ．ベーシッ
クレッド１０（ローダミンＢ）、１１、Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット１０、１１、２
５、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２１８、Ｃ．Ｉ．モーダントレッド２７、Ｃ．Ｉ．リアク
ティブレッド３６（ローズベンガルＢ）、スルホローダミンＧ、特開２０１０－３２９９
９号公報に記載のキサンテン染料及び特許第４４９２７６０号公報に記載のキサンテン染
料等が挙げられる。これらの中でも、有機溶剤に溶解するものが好ましい。
【００１０】
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　これらの中でも、キサンテン染料（Ａ１）としては、式（１ａ）で表される化合物（以
下、「化合物（１ａ）」という場合がある。）を含む染料が好ましい。化合物（１ａ）は
、その互変異性体であってもよい。化合物（１ａ）を用いる場合、キサンテン染料（Ａ１
）中の化合物（１ａ）の含有量は、好ましくは５０質量％以上、より好ましくは７０質量
％以上、さらに好ましくは９０質量％以上である。特に、キサンテン染料（Ａ１）として
、化合物（１ａ）のみを使用することが好ましい。
【００１１】

［式（１ａ）中、Ｒ1～Ｒ4は、互いに独立に、水素原子、置換基を有していてもよい炭素
数１～２０の１価の飽和炭化水素基又は置換基を有していてもよい炭素数６～１０の１価
の芳香族炭化水素基を表し、該飽和炭化水素基に含まれる－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ
－又は－ＮＲ１１－で置き換わっていてもよい。Ｒ1及びＲ２は、一緒になって窒素原子
を含む環を形成してもよく、Ｒ３及びＲ４は、一緒になって窒素原子を含む環を形成して
もよい。
　Ｒ5は、－ＯＨ、－ＳＯ3

-、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3
-Ｚ+、－ＣＯ2

-、－ＣＯ2Ｈ、－ＣＯ2
-

Ｚ+、－ＣＯ2Ｒ
8、－ＳＯ3Ｒ

8又は－ＳＯ2ＮＲ9Ｒ10を表す。
　Ｒ6及びＲ7は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～６のアルキル基を表す。
　ｍは、０～５の整数を表す。ｍが２以上のとき、複数のＲ5は互いに同一でも異なって
もよい。
　ａは、０又は１の整数を表す。
　Ｘ－は、ハロゲン化物イオン又は有機金属アニオンを表す。
　Ｚ+は、+Ｎ（Ｒ11）4、Ｎａ+又はＫ+を表し、４つのＲ11は互いに同一でも異なっても
よい。
　Ｒ8は、炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基を表し、該飽和炭化水素基に含まれる
水素原子は、ハロゲン原子又はヒドロキシ基で置換されていてもよく、該飽和炭化水素基
に含まれる－ＣＨ２－は、－Ｏ－で置き換っていてもよい。
　Ｒ9及びＲ10は、互いに独立に、水素原子、又は置換基を有していてもよい炭素数１～
２０の１価の飽和炭化水素基を表し、該飽和炭化水素基に含まれる－ＣＨ２－は、－Ｏ－
、－ＣＯ－、－ＮＨ－又は－ＮＲ８－で置き換っていてもよく、Ｒ9及びＲ10は、互いに
結合して窒素原子を含んだ３～１０員環の複素環を形成していてもよい。
　Ｒ11は、水素原子、炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基又は炭素数７～１０のアラ
ルキル基を表す。］
【００１２】
　Ｒ1～Ｒ4における炭素数６～１０の１価の芳香族炭化水素基としては、例えば、フェニ
ル基、トルイル基、キシリル基、メシチル基、プロピルフェニル基及びブチルフェニル基
等が挙げられる。
【００１３】
　該芳香族炭化水素基が有していてもよい置換基としては、ハロゲン原子、－Ｒ8、－Ｏ
Ｈ、－ＯＲ8、－ＳＯ3

-、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3
-Ｚ+、－ＣＯ2Ｈ、－ＣＯ2Ｒ

8、－ＳＲ8、
－ＳＯ2Ｒ

8、－ＳＯ3Ｒ
8又は－ＳＯ2ＮＲ9Ｒ10が挙げられる。これらの中でも、置換基と

しては、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3

-Ｚ+及び－ＳＯ2ＮＲ9Ｒ10が好ましく、－ＳＯ3
-
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Ｚ+及び－ＳＯ2ＮＲ9Ｒ10がより好ましい。この場合の－ＳＯ3
-Ｚ+としては、－ＳＯ3

- +

Ｎ（Ｒ11）4が好ましい。Ｒ1～Ｒ4がこれらの基であると、化合物（１ａ）を含む本発明
の着色硬化性樹脂組成物からは、異物の発生が少なく、且つ耐熱性に優れるカラーフィル
タを形成できる。
【００１４】
　Ｒ1～Ｒ4及びＲ8～Ｒ11における炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基としては、例
えば、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル
基、オクチル基、ノニル基、デシル基、ドデシル基、ヘキサデシル基、イコシル基等の直
鎖状アルキル基；イソプロピル基、イソブチル基、イソペンチル基、ネオペンチル基、２
－エチルヘキシル基等の分岐鎖状アルキル基；シクロプロピル基、シクロペンチル基、シ
クロヘキシル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基、トリシクロデシル基等の炭素数
３～２０の脂環式飽和炭化水素基が挙げられる。
　Ｒ1～Ｒ4における該飽和炭化水素基に含まれる水素原子は、例えば、炭素数６～１０の
芳香族炭化水素基又はハロゲン原子で置換されていてもよい。
　Ｒ9及びＲ10における該飽和炭化水素基に含まれる水素原子は、例えば、ヒドロキシ基
又はハロゲン原子で置換されていてもよい。
【００１５】
　Ｒ1及びＲ２が一緒になって形成する環、並びにＲ３及びＲ４が一緒になって形成する
環としては、例えば、以下のものが挙げられる。

【００１６】
　－ＯＲ8としては、例えば、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基、ペ
ンチルオキシ基、ヘキシルオキシ基、ヘプチルオキシ基、オクチルオキシ基、２－エチル
ヘキシルオキシ基及びイコシルオキシ基等が挙げられる。
【００１７】
　－ＣＯ2Ｒ

8としては、例えば、メトキシカルボニル基、エトキシカルボニル基、プロポ
キシカルボニル基、ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル基、ヘキシルオキシカルボニル基及び
イコシルオキシカルボニル基等が挙げられる。
【００１８】
　－ＳＲ8としては、例えば、メチルスルファニル基、エチルスルファニル基、ブチルス
ルファニル基、ヘキシルスルファニル基、デシルスルファニル基及びイコシルスルファニ
ル基等が挙げられる。
　－ＳＯ2Ｒ

8としては、例えば、メチルスルホニル基、エチルスルホニル基、ブチルスル
ホニル基、ヘキシルスルホニル基、デシルスルホニル基及びイコシルスルホニル基等が挙
げられる。
　－ＳＯ3Ｒ

8としては、例えば、メトキシスルホニル基、エトキシスルホニル基、プロポ
キシスルホニル基、ｔｅｒｔ－ブトキシスルホニル基、ヘキシルオキシスルホニル基及び
イコシルオキシスルホニル基等が挙げられる。
【００１９】
　－ＳＯ2ＮＲ9Ｒ10としては、例えば、スルファモイル基；
Ｎ－メチルスルファモイル基、Ｎ－エチルスルファモイル基、Ｎ－プロピルスルファモイ
ル基、Ｎ－イソプロピルスルファモイル基、Ｎ－ブチルスルファモイル基、Ｎ－イソブチ
ルスルファモイル基、Ｎ－ｓｅｃ－ブチルスルファモイル基、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルスル
ファモイル基、Ｎ－ペンチルスルファモイル基、Ｎ－（１－エチルプロピル）スルファモ
イル基、Ｎ－（１，１－ジメチルプロピル）スルファモイル基、Ｎ－（１，２－ジメチル
プロピル）スルファモイル基、Ｎ－（２，２－ジメチルプロピル）スルファモイル基、Ｎ
－（１－メチルブチル）スルファモイル基、Ｎ－（２－メチルブチル）スルファモイル基
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、Ｎ－（３－メチルブチル）スルファモイル基、Ｎ－シクロペンチルスルファモイル基、
Ｎ－ヘキシルスルファモイル基、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）スルファモイル基、Ｎ
－（３，３－ジメチルブチル）スルファモイル基、Ｎ－ヘプチルスルファモイル基、Ｎ－
（１－メチルヘキシル）スルファモイル基、Ｎ－（１，４－ジメチルペンチル）スルファ
モイル基、Ｎ－オクチルスルファモイル基、Ｎ－（２－エチルヘキシル）スルファモイル
基、Ｎ－（１，５－ジメチル）ヘキシルスルファモイル基、Ｎ－（１，１，２，２－テト
ラメチルブチル）スルファモイル基等のＮ－１置換スルファモイル基；
Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－エチルメチルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－
ジエチルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－プロピルメチルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－イソプ
ロピルメチルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルメチルスルファモイル基、Ｎ
，Ｎ－ブチルエチルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－ビス（１－メチルプロピル）スルファモ
イル基、Ｎ，Ｎ－ヘプチルメチルスルファモイル基等のＮ，Ｎ－２置換スルファモイル基
等が挙げられる。
【００２０】
　Ｒ５は、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ2

-Ｚ+、－ＣＯ２Ｒ８、－ＳＯ３
－、－ＳＯ３

－Ｚ＋、－
ＳＯ３Ｈ又はＳＯ２ＮＨＲ９が好ましく、ＳＯ３

－、－ＳＯ３
－Ｚ＋、－ＳＯ３Ｈ又はＳ

Ｏ２ＮＨＲ９がより好ましい。
　ｍは、１～４が好ましく、１又は２がより好ましい。
【００２１】
　Ｒ6及びＲ7における炭素数１～６のアルキル基としては、上記で挙げたアルキル基のう
ち、炭素数１～６のものが挙げられる。
【００２２】
　Ｒ11における炭素数７～１０のアラルキル基としては、ベンジル基、フェニルエチル基
、フェニルブチル基等が挙げられる。
【００２３】
　Ｚ+は、+Ｎ（Ｒ11）4、Ｎａ+又はＫ+であり、好ましくは+Ｎ（Ｒ11）4である。
　前記+Ｎ（Ｒ11）4としては、４つのＲ11のうち、少なくとも２つが炭素数５～２０の１
価の飽和炭化水素基であることが好ましい。また、４つのＲ11の合計炭素数は２０～８０
が好ましく、２０～６０がより好ましい。化合物（１ａ）中に＋Ｎ（Ｒ１１）４が存在す
る場合、Ｒ11がこれらの基であると、化合物（１ａ）を含む本発明の着色硬化性樹脂組成
物から、異物が少ないカラーフィルタを形成できる。
【００２４】
　Ｘ－のハロゲン化物イオンとしては、フッ化物イオン、塩化物イオン、臭化物イオン、
ヨウ化物イオンが挙げられる。
【００２５】
　Ｘ－の有機金属アニオンは、２価以上の金属イオンを形成しうる金属原子と有機化合物
とが、イオン結合又は配位結合により結合した構造を有する。
　前記有機化合物としては、置換基を有していてもよいサリチル酸、アミノ基に結合した
カルボキシメチル基を複数有する化合物、置換基を有していてもよいベンジル酸、置換基
を有していてもよいマンデル酸及び置換基を有していてもよいピコリン酸等が挙げられる
。有機金属アニオンとしては、置換基を有していてもよいサリチル酸、又はアミノ基に結
合したカルボキシメチル基を複数有する化合物に由来する構造を有する有機金属アニオン
であることが好ましい。
【００２６】
　前記の置換基を有していてもよいサリチル酸としては、例えば、サリチル酸、３－メチ
ルサリチル酸、３－ｔｅｒｔ－ブチルサリチル酸、３－アミノサリチル酸、３－クロロサ
リチル酸、４－ブロモサリチル酸、３－メトキシサリチル酸、２－ヒドロキシサリチル酸
、３－ニトロサリチル酸、４－トリフルオロメチルサリチル酸、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルサリチル酸、３，５－ジブロモサリチル酸、３，５－ジクロロサリチル酸、３，５
，６－トリクロロサリチル酸、４－ヒドロキシサリチル酸、５－ヒドロキシサリチル酸等
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【００２７】
　前記のアミノ基に結合したカルボキシメチル基を複数有する化合物としては、例えば、
下記の化合物が挙げられる。

【００２８】
　前記の置換基を有していてもよいベンジル酸としては、例えば、下記の化合物が挙げら
れる。

【００２９】
　前記の置換基を有していてもよいマンデル酸としては、例えば、下記の化合物が挙げら
れる。
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【００３０】
　前記の置換基を有していてもよいピコリン酸としては、例えば、下記の化合物が挙げら
れる。

【００３１】
　２価以上の金属イオンを形成しうる金属原子としては、Ａｌ、Ｃｒ、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｃｕ
、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｚｎ、Ｍｇ、Ｃａ及びＢａ等が挙げられる。
　中でも、Ａｌ、Ｃｒ及びＣｏが好ましい。
【００３２】
　有機金属アニオンとしては、式（ＸＡ）で表されるアニオンが好ましい。
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（式中、ＬはＡｌ又はＣｒを表す。）
【００３３】
　化合物（１ａ）としては、式（２ａ）、式（３ａ）又は式（４ａ）で表される化合物（
以下、それぞれ「化合物（２ａ）」「化合物（３ａ）」「化合物（４ａ）」という場合が
ある。）が挙げられる。これらは、その互変異性体であってもよい。
【００３４】

［式（２ａ）中、Ｒ21～Ｒ24は、互いに独立に、水素原子、－Ｒ26又は置換基を有してい
てもよい炭素数６～１０の１価の芳香族炭化水素基を表す。Ｒ21及びＲ22は、一緒になっ
て窒素原子を含む環を形成してもよく、Ｒ23及びＲ24は、一緒になって窒素原子を含む環
を形成してもよい。
　Ｒ25は、－ＳＯ3

-、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3
-Ｚ１+又は－ＳＯ2ＮＨＲ26を表す。

　ｍ１は、０～５の整数を表す。ｍ１が２以上のとき、複数のＲ25は互いに同一でも異な
ってもよい。
　ａ１は、０又は１の整数を表す。
　Ｘ１－は、ハロゲン化物イオンを表す。
　Ｒ26は、炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基を表す。
　Ｚ１+は、+Ｎ（Ｒ27）4、Ｎａ+又はＫ+を表し、４つのＲ27は互いに同一でも異なって
もよい。
　Ｒ27は、炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基又はベンジル基を表す。］
【００３５】
　Ｒ21～Ｒ24における炭素数６～１０の１価の芳香族炭化水素基としては、前記Ｒ1～Ｒ4

の芳香族炭化水素基として挙げたものと同様の基が挙げられる。該芳香族炭化水素基に含
まれる水素原子は、－ＳＯ3

-、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3
-Ｚ１+、－ＳＯ3Ｒ

26又は－ＳＯ2ＮＨ
Ｒ26で置換されていてもよい。
　Ｒ21～Ｒ24の組合せとしては、Ｒ21及びＲ23が水素原子であり、Ｒ22及びＲ24が炭素数
６～１０の１価の芳香族炭化水素基であって、該芳香族炭化水素基に含まれる水素原子が
、－ＳＯ3

-、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3
-Ｚ１+、－ＳＯ3Ｒ

26又は－ＳＯ2ＮＨＲ26で置換されて
いるものが好ましい。さらに好ましい組合せは、Ｒ21及びＲ23が水素原子であり、Ｒ22及
びＲ24が炭素数６～１０の１価の芳香族炭化水素基であって、該芳香族炭化水素基に含ま
れる水素原子が、－ＳＯ3

-Ｚ１+又は－ＳＯ2ＮＨＲ26で置換されていているものである。
Ｒ21～Ｒ24がこれらの基であると、化合物（２ａ）を含む本発明の着色硬化性樹脂組成物
から、耐熱性に優れるカラーフィルタを形成できる。
【００３６】
　Ｒ21及びＲ22が一緒になって形成する窒素原子を含む環、並びに、Ｒ23及びＲ24が一緒
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になって形成する窒素原子を含む環としては、Ｒ1及びＲ２が一緒になって形成する環と
同様のものが挙げられる。中でも、脂肪族複素環が好ましい。該脂肪族複素環としては、
例えば、下記のものが挙げられる。

【００３７】
　Ｒ26及びＲ27における炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基としては、Ｒ8～Ｒ11で
飽和炭化水素基として挙げたものと同様の基が挙げられる。
　Ｒ21～Ｒ24が－Ｒ２６である場合、－Ｒ26は、それぞれ独立に、メチル基又はエチル基
であることが好ましい。また、－ＳＯ3Ｒ

26及び－ＳＯ2ＮＨＲ26におけるＲ26としては、
炭素数３～２０の分枝鎖状アルキル基が好ましく、炭素数６～１２の分枝鎖状アルキル基
がより好ましく、２－エチルヘキシル基がさらに好ましい。Ｒ26がこれらの基であると、
化合物（２ａ）を含む本発明の着色硬化性樹脂組成物から、異物の発生が少ないカラーフ
ィルタを形成できる。
【００３８】
　Ｚ１+は、+Ｎ（Ｒ27）4、Ｎａ+又はＫ+であり、好ましくは+Ｎ（Ｒ27）4である。
　前記+Ｎ（Ｒ27）4としては、４つのＲ27のうち、少なくとも２つが炭素数５～２０の１
価の飽和炭化水素基であることが好ましい。また、４つのＲ27の合計炭素数は２０～８０
が好ましく、２０～６０がより好ましい。化合物（２ａ）中に＋Ｎ（Ｒ２７）４が存在す
る場合、Ｒ27がこれらの基であると、化合物（２ａ）を含む本発明の着色硬化性樹脂組成
物から、異物の発生が少ないカラーフィルタを形成できる。
【００３９】
　ｍ１は、１～４が好ましく、１又は２がより好ましい。
【００４０】

［式（３ａ）中、Ｒ31及びＲ32は、互いに独立に、炭素数１～１０の１価の飽和炭化水素
基を表し、該飽和炭化水素基に含まれる水素原子は、炭素数６～１０の芳香族炭化水素基
又はハロゲン原子で置換されていてもよく、該芳香族炭化水素基に含まれる水素原子は、
炭素数１～３のアルコキシ基で置換されていてもよく、前記飽和炭化水素基に含まれる－
ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－又は－ＮＲ１１－で置き換わっていてもよい。
　Ｒ33及びＲ34は、互いに独立に、炭素数１～４のアルキル基、炭素数１～４のアルキル
スルファニル基又は炭素数１～４のアルキルスルホニル基を表す。
　Ｒ31及びＲ33は、一緒になって窒素原子を含む環を形成してもよく、Ｒ32及びＲ34は、
一緒になって窒素原子を含む環を形成してもよい。
　ｐ及びｑは、互いに独立に、０～５の整数を表す。ｐが２以上のとき、複数のＲ33は互
いに同一でも異なってもよく、ｑが２以上のとき、複数のＲ34は互いに同一でも異なって
もよい。
　Ｒ１１は、上記と同じ意味を表す。］
【００４１】
　Ｒ31及びＲ32における炭素数１～１０の１価の飽和炭化水素基としては、Ｒ8における
もののうち炭素数１～１０の基が挙げられる。
　置換基として有していてもよい炭素数６～１０の芳香族炭化水素基としては、Ｒ１にお
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　炭素数１～３のアルコキシ基としては、例えば、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ
基等が挙げられる。
　Ｒ31及びＲ32は、互いに独立に、炭素数１～３の１価の飽和炭化水素基であることが好
ましい。
【００４２】
　Ｒ33及びＲ34における炭素数１～４のアルキル基としては、メチル基、エチル基、プロ
ピル基、ブチル基、イソプロピル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチ
ル基等が挙げられる。
　Ｒ33及びＲ34における炭素数１～４のアルキルスルファニル基としては、メチルスルフ
ァニル基、エチルスルファニル基、プロピルスルファニル基、ブチルスルファニル基及び
イソプロピルスルファニル基等が挙げられる。
　Ｒ33及びＲ34における炭素数１～４のアルキルスルホニル基としては、メチルスルホニ
ル基、エチルスルホニル基、プロピルスルホニル基、ブチルスルホニル基及びイソプロピ
ルスルホニル基等が挙げられる。
　Ｒ33及びＲ34は、炭素数１～４のアルキル基が好ましく、メチル基がより好ましい。
【００４３】
　ｐ及びｑは、０～２の整数が好ましく、０又は１が好ましい。
【００４４】

［式（４ａ）中、Ｒ41～Ｒ44は、互いに独立に、水素原子又は置換基を有していてもよい
炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基を表す。
　Ｒ45は、－ＣＯ２

-、－ＣＯ２Ｈ又は－ＣＯ２Ｒ46を表す。
　ｍ２は、０～５の整数を表す。ｍ２が２以上のとき、複数のＲ45は互いに同一でも異な
ってもよい。
　ａ２は、０又は１の整数を表す。
　Ｘ２－は、有機金属アニオンを表す。
　Ｒ46は、炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基を表し、該飽和炭化水素基に含まれる
水素原子は、ハロゲン原子又はヒドロキシ基で置換されていてもよく、該飽和炭化水素基
に含まれる－ＣＨ２－は、－Ｏ－で置き換っていてもよい。］
　Ｘ２－の有機金属アニオンとしては、Ｘ－の有機金属アニオンと同様のものが挙げられ
る。
【００４５】
　化合物（１ａ）としては、例えば、式（１－１）～式（１－４７）で表される化合物が
挙げられる。なお、式中、Ｒ40は、炭素数１～２０の１価の飽和炭化水素基を表し、好ま
しくは炭素数６～１２の分枝鎖状アルキル基、さらに好ましくは２－エチルヘキシル基で
ある。
【００４６】
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【００５１】
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【００５４】

【００５５】
　上記化合物のうち、式（１－１）～式（１－２３）又は式（１－３７）～式（１－４３
）で表される化合物は化合物（２ａ）に相当し、式（１－２４）～式（１－３６）のいず
れかで表される化合物は化合物（３ａ）に相当し、式（１－４４）～式（１－４７）のい
ずれかで表される化合物は化合物（４ａ）に相当する。
　これらの中でも、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９のスルホンアミド化物、Ｃ．Ｉ．アシ
ッドレッド２８９の４級アンモニウム塩、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット１０２のスルホ
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ンアミド化物又はＣ．Ｉ．アシッドバイオレット１０２の第四級アンモニウム塩が好まし
い。このような化合物としては、例えば、式（１－１）～式（１－８）、式（１－１１）
又は式（１－１２）で表される化合物等が挙げられる。
　また、有機溶媒への溶解性に優れる点で、式（１－２４）～式（１－３３）、式（１－
４６）又は式（１－４７）で表される化合物も好ましい。
【００５６】
　キサンテン染料（Ａ１）は、市販されているキサンテン染料（例えば、中外化成（株）
製の「Chugai Aminol Fast Pink R-H/C」、田岡化学工業（株）製の「Rhodamin 6G」）を
用いることができる。また、市販されているキサンテン染料を出発原料として、特開２０
１０－３２９９９号公報を参考に合成することもできる。
【００５７】
　顔料（Ａ２）としては、特に限定されず公知の顔料を使用することができ、例えば、カ
ラーインデックス（The Society of Dyers and Colourists出版）でピグメントに分類さ
れている顔料が挙げられる。
　顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、３、１２、１３、１４、１５
、１６、１７、２０、２４、３１、５３、８３、８６、９３、９４、１０９、１１０、１
１７、１２５、１２８、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５３、１
５４、１６６、１７３、１９４、２１４などの黄色顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３、３１、３６、３８、４０、４２、４３、５１、５５、
５９、６１、６４、６５、７１、７３などのオレンジ色の顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド９、９７、１０５、１２２、１２３、１４４、１４９、１６６
、１６８、１７６、１７７、１８０、１９２、２０９、２１５、２１６、２２４、２４２
、２５４、２５５、２６４、２６５などの赤色顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：３、１５：４、１５：６、６０などの青色顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１９、２３、２９、３２、３６、３８などのバイオ
レット色顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６、５８などの緑色顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２３、２５などのブラウン色顔料；
Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、７などの黒色顔料等が挙げられる。
【００５８】
　顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：３、１５：４、１５：６、６０
などの青色顔料；Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１９、２３、２９、３２、３６、
３８などのバイオレット色顔料が好ましく、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、１５：
６及びＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３がより好ましく、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー
１５：６がさらに好ましい。前記の顔料を含むことで、透過スペクトルの最適化が容易で
あり、カラーフィルタの耐光性及び耐薬品性が良好になる。
【００５９】
　顔料は、必要に応じて、ロジン処理、酸性基又は塩基性基が導入された顔料誘導体等を
用いた表面処理、高分子化合物等による顔料表面へのグラフト処理、硫酸微粒化法等によ
る微粒化処理、又は不純物を除去するための有機溶剤や水等による洗浄処理、イオン性不
純物のイオン交換法等による除去処理等が施されていてもよい。
　顔料は、粒径が均一であることが好ましい。顔料分散剤を含有させて分散処理を行うこ
とで、顔料が溶液中で均一に分散した状態の顔料分散液を得ることができる。
【００６０】
　前記の顔料分散剤としては、例えば、カチオン系、アニオン系、ノニオン系、両性、ポ
リエステル系、ポリアミン系、アクリル系等の界面活性剤等が挙げられる。これらの顔料
分散剤は、単独でも２種以上を組み合わせて用いてもよい。顔料分散剤としては、商品名
でＫＰ（信越化学工業（株）製）、フローレン（共栄社化学（株）製）、ソルスパース（
ゼネカ（株）製）、ＥＦＫＡ（ＣＩＢＡ社製）、アジスパー（味の素ファインテクノ（株
）製）、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ（ビックケミー社製）などが挙げられる。
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　顔料分散剤を用いる場合、その使用量は、顔料（Ａ２）の総量に対して、好ましくは１
質量％以上１００質量％以下であり、より好ましくは５質量％以上５０質量％以下である
。顔料分散剤の使用量が前記の範囲にあると、均一な分散状態の顔料分散液が得られる傾
向がある。
【００６１】
　着色剤（Ａ）は、さらにキサンテン染料（Ａ１）とは異なる染料（以下「その他の染料
」という場合がある。）を含んでもよい。その他の染料としては、公知の染料を使用する
ことができ、例えば、溶剤染料、酸性染料、直接染料、媒染染料等が挙げられる。その他
の染料としては、例えば、カラーインデックス（The Society of Dyers and Colourists
出版）でピグメント以外で色相を有するものに分類されている化合物や、染色ノート（色
染社）に記載されている公知の染料が挙げられる。また、化学構造によれば、アゾ染料、
シアニン染料、トリフェニルメタン染料、フタロシアニン染料、アントラキノン染料、ナ
フトキノン染料、キノンイミン染料、メチン染料、アゾメチン染料、スクワリリウム染料
、アクリジン染料、スチリル染料、クマリン染料、キノリン染料及びニトロ染料等が挙げ
られる。
【００６２】
　キサンテン染料（Ａ１）の含有量は、着色剤（Ａ）の総量に対して、好ましくは１～９
９質量％であり、より好ましくは１～５０質量％であり、さらに好ましくは１～３０質量
％である。
【００６３】
　着色剤（Ａ）の含有量は、固形分の総量に対して、５～６０質量％であり、好ましくは
８～５５質量％であり、より好ましくは１０～５０質量％である。着色剤（Ａ）の含有量
が前記の範囲にあると、カラーフィルタとしたときの色濃度が十分であり、かつ組成物中
に樹脂（Ｂ）や重合性化合物（Ｃ）を必要量含有させることができるので、機械的強度が
十分なパターンを形成することができる。ここで、本明細書における「固形分の総量」と
は、着色硬化性樹脂組成物の総量から溶剤の含有量を除いた量のことをいう。固形分の総
量及びこれに対する各成分の含有量は、例えば、液体クロマトグラフィー又はガスクロマ
トグラフィーなどの公知の分析手段で測定することができる。
【００６４】
＜樹脂（Ｂ）＞
　樹脂（Ｂ）は、特に限定されないが、アルカリ可溶性樹脂であることが好ましく、不飽
和カルボン酸及び不飽和カルボン酸無水物からなる群から選ばれる少なくとも１種に由来
する構造単位を有する付加重合体がより好ましい。このような樹脂としては、以下の樹脂
［Ｋ１］～［Ｋ６］等が挙げられる。
　樹脂［Ｋ１］不飽和カルボン酸及び不飽和カルボン酸無水物からなる群から選ばれる少
なくとも１種（ａ）（以下「（ａ）」という場合がある）と、炭素数２～４の環状エーテ
ル構造とエチレン性不飽和結合とを有する単量体（ｂ）（以下「（ｂ）」という場合があ
る）との共重合体；
　樹脂［Ｋ２］（ａ）と（ｂ）と、（ａ）と共重合可能な単量体（ｃ）（ただし、（ａ）
及び（ｂ）とは異なる。）（以下「（ｃ）」という場合がある）との共重合体；
　樹脂［Ｋ３］（ａ）と（ｃ）との共重合体；
　樹脂［Ｋ４］（ａ）と（ｃ）との共重合体に（ｂ）を反応させた樹脂；
　樹脂［Ｋ５］（ｂ）と（ｃ）との共重合体に（ａ）を反応させた樹脂；
　樹脂［Ｋ６］（ｂ）と（ｃ）との共重合体に（ａ）を反応させ、さらにカルボン酸無水
物を反応させた樹脂。
【００６５】
　（ａ）としては、具体的には、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、ｏ－
、ｍ－、ｐ－ビニル安息香酸等の不飽和モノカルボン酸類；
　マレイン酸、フマル酸、シトラコン酸、メサコン酸、イタコン酸、３－ビニルフタル酸
、４－ビニルフタル酸、３，４，５，６－テトラヒドロフタル酸、１，２，３，６－テト
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ラヒドロフタル酸、ジメチルテトラヒドロフタル酸、１、４－シクロヘキセンジカルボン
酸等の不飽和ジカルボン酸類；
　メチル－５－ノルボルネン－２，３－ジカルボン酸、５－カルボキシビシクロ［２．２
．１］ヘプト－２－エン、５，６－ジカルボキシビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エ
ン、５－カルボキシ－５－メチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－カルボ
キシ－５－エチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－カルボキシ－６－メチ
ルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－カルボキシ－６－エチルビシクロ［２
．２．１］ヘプト－２－エン等のカルボキシ基を含有するビシクロ不飽和化合物類；
　無水マレイン酸、シトラコン酸無水物、イタコン酸無水物、３－ビニルフタル酸無水物
、４－ビニルフタル酸無水物、３，４，５，６－テトラヒドロフタル酸無水物、１，２，
３，６－テトラヒドロフタル酸無水物、ジメチルテトラヒドロフタル酸無水物、５，６－
ジカルボキシビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン無水物等の不飽和ジカルボン酸類
無水物；
　こはく酸モノ〔２－（メタ）アクリロイルオキシエチル〕、フタル酸モノ〔２－（メタ
）アクリロイルオキシエチル〕等の２価以上の多価カルボン酸の不飽和モノ〔（メタ）ア
クリロイルオキシアルキル〕エステル類；
　α－（ヒドロキシメチル）アクリル酸のような、同一分子中にヒドロキシ基及びカルボ
キシ基を含有する不飽和アクリレート類等が挙げられる。
　これらのうち、共重合反応性の点や得られる樹脂のアルカリ水溶液への溶解性の点から
、アクリル酸、メタクリル酸、無水マレイン酸等が好ましい。
【００６６】
　（ｂ）は、例えば、炭素数２～４の環状エーテル構造（例えば、オキシラン環、オキセ
タン環及びテトラヒドロフラン環からなる群から選ばれる少なくとも１種）とエチレン性
不飽和結合とを有する重合性化合物をいう。（ｂ）は、炭素数２～４の環状エーテルと（
メタ）アクリロイルオキシ基とを有する単量体が好ましい。
　尚、本明細書において、「（メタ）アクリル酸」とは、アクリル酸及びメタクリル酸よ
りなる群から選ばれる少なくとも１種を表す。「（メタ）アクリロイル」及び「（メタ）
アクリレート」等の表記も、同様の意味を有する。
【００６７】
　（ｂ）としては、例えば、オキシラニル基とエチレン性不飽和結合とを有する単量体（
ｂ１）（以下「（ｂ１）」という場合がある）、オキセタニル基とエチレン性不飽和結合
とを有する単量体（ｂ２）（以下「（ｂ２）」という場合がある）、テトラヒドロフリル
基とエチレン性不飽和結合とを有する単量体（ｂ３）（以下「（ｂ３）」という場合があ
る）等が挙げられる。
【００６８】
　（ｂ１）としては、例えば、直鎖状又は分枝鎖状の脂肪族不飽和炭化水素がエポキシ化
された構造を有する単量体（ｂ１－１）（以下「（ｂ１－１）」という場合がある）、脂
環式不飽和炭化水素がエポキシ化された構造を有する単量体（ｂ１－２）（以下「（ｂ１
－２）」という場合がある）が挙げられる。
【００６９】
　（ｂ１－１）としては、グリシジル（メタ）アクリレート、β－メチルグリシジル（メ
タ）アクリレート、β－エチルグリシジル（メタ）アクリレート、グリシジルビニルエー
テル、ｏ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、ｍ－ビニルベンジルグリシジルエーテル
、ｐ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、α－メチル－ｏ－ビニルベンジルグリシジル
エーテル、α－メチル－ｍ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、α－メチル－ｐ－ビニ
ルベンジルグリシジルエーテル、２，３－ビス（グリシジルオキシメチル）スチレン、２
，４－ビス（グリシジルオキシメチル）スチレン、２，５－ビス（グリシジルオキシメチ
ル）スチレン、２，６－ビス（グリシジルオキシメチル）スチレン、２，３，４－トリス
（グリシジルオキシメチル）スチレン、２，３，５－トリス（グリシジルオキシメチル）
スチレン、２，３，６－トリス（グリシジルオキシメチル）スチレン、３，４，５－トリ
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）スチレン等が挙げられる。
【００７０】
　（ｂ１－２）としては、ビニルシクロヘキセンモノオキサイド、１，２－エポキシ－４
－ビニルシクロヘキサン（例えば、セロキサイド２０００；（株）ダイセル製）、３，４
－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アクリレート（例えば、サイクロマーＡ４００
；（株）ダイセル製）、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アクリレート（
例えば、サイクロマーＭ１００；（株）ダイセル製）、式（Ｉ）で表される化合物及び式
（ＩＩ）で表される化合物等が挙げられる。
【００７１】

【００７２】
［式（Ｉ）及び式（ＩＩ）中、Ｒａ及びＲｂは、水素原子、又は炭素数１～４のアルキル
基を表し、該アルキル基に含まれる水素原子は、ヒドロキシ基で置換されていてもよい。
　Ｘａ及びＸｂは、単結合、－Ｒｃ－、＊－Ｒｃ－Ｏ－、＊－Ｒｃ－Ｓ－又は＊－Ｒｃ－
ＮＨ－を表す。
　Ｒｃは、炭素数１～６のアルカンジイル基を表す。
　＊は、Ｏとの結合手を表す。］
【００７３】
　炭素数１～４のアルキル基としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロ
ピル基、ｎ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基等が挙げられる。
　水素原子がヒドロキシで置換されたアルキル基としては、ヒドロキシメチル基、１－ヒ
ドロキシエチル基、２－ヒドロキシエチル基、１－ヒドロキシプロピル基、２－ヒドロキ
シプロピル基、３－ヒドロキシプロピル基、１－ヒドロキシ－１－メチルエチル基、２－
ヒドロキシ－１－メチルエチル基、１－ヒドロキシブチル基、２－ヒドロキシブチル基、
３－ヒドロキシブチル基、４－ヒドロキシブチル基等が挙げられる。
　Ｒａ及びＲｂとしては、好ましくは水素原子、メチル基、ヒドロキシメチル基、１－ヒ
ドロキシエチル基、２－ヒドロキシエチル基が挙げられ、より好ましくは水素原子、メチ
ル基が挙げられる。
【００７４】
　アルカンジイル基としては、メチレン基、エチレン基、プロパン－１，２－ジイル基、
プロパン－１，３－ジイル基、ブタン－１，４－ジイル基、ペンタン－１，５－ジイル基
、ヘキサン－１，６－ジイル基等が挙げられる。
　Ｘａ及びＸｂとしては、好ましくは単結合、メチレン基、エチレン基、＊－ＣＨ２－Ｏ
－及び＊－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－が挙げられ、より好ましくは単結合、＊－ＣＨ２ＣＨ２－
Ｏ－が挙げられる（＊はＯとの結合手を表す）。
【００７５】
　式（Ｉ）で表される化合物としては、式（Ｉ－１）～式（Ｉ－１５）のいずれかで表さ
れる化合物等が挙げられる。中でも、式（Ｉ－１）、式（Ｉ－３）、式（Ｉ－５）、式（
Ｉ－７）、式（Ｉ－９）又は式（Ｉ－１１）～式（Ｉ－１５）で表される化合物が好まし
く、式（Ｉ－１）、式（Ｉ－７）、式（Ｉ－９）又は式（Ｉ－１５）で表される化合物が
より好ましい。
【００７６】
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【００７８】
　式（ＩＩ）で表される化合物としては、式（ＩＩ－１）～式（ＩＩ－１５）のいずれか
で表される化合物等が挙げられる。中でも、式（ＩＩ－１）、式（ＩＩ－３）、式（ＩＩ
－５）、式（ＩＩ－７）、式（ＩＩ－９）又は式（ＩＩ－１１）～式（ＩＩ－１５）で表
される化合物が好ましく、式（ＩＩ－１）、式（ＩＩ－７）、式（ＩＩ－９）又は式（Ｉ
Ｉ－１５）で表される化合物がより好ましい。
【００７９】
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【００８０】

【００８１】
　式（Ｉ）で表される化合物及び式（ＩＩ）で表される化合物は、それぞれ単独で用いて
も、式（Ｉ）で表される化合物と式（ＩＩ）で表される化合物とを併用してもよい。これ
らを併用する場合、式（Ｉ）で表される化合物及び式（ＩＩ）で表される化合物の含有比
率はモル基準で、好ましくは５：９５～９５：５、より好ましくは１０：９０～９０：１
０、さらに好ましくは２０：８０～８０：２０である。
【００８２】
　（ｂ２）としては、オキセタニル基と（メタ）アクリロイルオキシ基とを有する単量体
がより好ましい。（ｂ２）としては、３－メチル－３－メタクリルロイルオキシメチルオ
キセタン、３－メチル－３－アクリロイルオキシメチルオキセタン、３－エチル－３－メ
タクリロイルオキシメチルオキセタン、３－エチル－３－アクリロイルオキシメチルオキ
セタン、３－メチル－３－メタクリロイルオキシエチルオキセタン、３－メチル－３－ア
クリロイルオキシエチルオキセタン、３－エチル－３－メタクリロイルオキシエチルオキ
セタン、３－エチル－３－アクリロイルオキシエチルオキセタン等が挙げられる。
【００８３】
　（ｂ３）としては、テトラヒドロフリル基と（メタ）アクリロイルオキシ基とを有する
単量体がより好ましい。（ｂ３）としては、具体的には、テトラヒドロフルフリルアクリ
レート（例えば、ビスコートＶ＃１５０、大阪有機化学工業（株）製）、テトラヒドロフ
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【００８４】
　（ｂ）としては、得られるカラーフィルタの耐熱性、耐薬品性等の信頼性をより高くす
ることができる点で、（ｂ１）であることが好ましい。さらに、着色硬化性樹脂組成物の
保存安定性が優れるという点で、（ｂ１－２）がより好ましい。
【００８５】
　（ｃ）としては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート
、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔｅｒｔ－
ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メ
タ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、
シクロペンチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、２－メチ
ルシクロヘキシル（メタ）アクリレート、トリシクロ［５．２．１．０2,6］デカン－８
－イル（メタ）アクリレート（当該技術分野では、慣用名として「ジシクロペンタニル（
メタ）アクリレート」といわれている。また、「トリシクロデシル（メタ）アクリレート
」という場合がある。）、トリシクロ［５．２．１．０2,6］デセン－８－イル（メタ）
アクリレート（当該技術分野では、慣用名として「ジシクロペンテニル（メタ）アクリレ
ート」といわれている。）、ジシクロペンタニルオキシエチル（メタ）アクリレート、イ
ソボルニル（メタ）アクリレート、アダマンチル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）
アクリレート、プロパルギル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ナ
フチル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸エ
ステル類；
　２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリ
レート等のヒドロキシ基含有（メタ）アクリル酸エステル類；
　マレイン酸ジエチル、フマル酸ジエチル、イタコン酸ジエチル等のジカルボン酸ジエス
テル；
　ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－メチルビシクロ［２．２．１］ヘプト
－２－エン、５－エチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－ヒドロキシビシ
クロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－ヒドロキシメチルビシクロ［２．２．１］ヘ
プト－２－エン、５－（２’－ヒドロキシエチル）ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－
エン、５－メトキシビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－エトキシビシクロ［
２．２．１］ヘプト－２－エン、５，６－ジヒドロキシビシクロ［２．２．１］ヘプト－
２－エン、５，６－ジ（ヒドロキシメチル）ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、
５，６－ジ（２’－ヒドロキシエチル）ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５，
６－ジメトキシビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５，６－ジエトキシビシクロ
［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－ヒドロキシ－５－メチルビシクロ［２．２．１］
ヘプト－２－エン、５－ヒドロキシ－５－エチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エ
ン、５－ヒドロキシメチル－５－メチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－
ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－シクロヘ
キシルオキシカルボニルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－フェノキシカル
ボニルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５，６－ビス（ｔｅｒｔ－ブトキシカ
ルボニル）ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５，６－ビス（シクロヘキシルオ
キシカルボニル）ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン等のビシクロ不飽和化合物類
；
　Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド、
Ｎ－スクシンイミジル－３－マレイミドベンゾエート、Ｎ－スクシンイミジル－４－マレ
イミドブチレート、Ｎ－スクシンイミジル－６－マレイミドカプロエート、Ｎ－スクシン
イミジル－３－マレイミドプロピオネート、Ｎ－（９－アクリジニル）マレイミド等のジ
カルボニルイミド誘導体類；
　スチレン、α－メチルスチレン、ｍ－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、ビニルト
ルエン、ｐ－メトキシスチレン、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、塩化ビニル、
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塩化ビニリデン、アクリルアミド、メタクリルアミド、酢酸ビニル、１，３－ブタジエン
、イソプレン、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン等が挙げられる。
　これらのうち、共重合反応性及び耐熱性の点から、スチレン、ビニルトルエン、Ｎ－フ
ェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド、ビシクロ
［２．２．１］ヘプト－２－エン等が好ましい。
【００８６】
　樹脂［Ｋ１］において、それぞれに由来する構造単位の比率は、樹脂［Ｋ１］を構成す
る全構造単位中、
（ａ）に由来する構造単位；２～６０モル％
（ｂ）に由来する構造単位；４０～９８モル％
であることが好ましく、
（ａ）に由来する構造単位；１０～５０モル％
（ｂ）に由来する構造単位；５０～９０モル％
であることがより好ましい。
　樹脂［Ｋ１］の構造単位の比率が、上記の範囲にあると、着色硬化性樹脂組成物の保存
安定性、着色パターンを形成する際の現像性、及び得られるカラーフィルタの耐溶剤性に
優れる傾向がある。
【００８７】
　樹脂［Ｋ１］は、例えば、文献「高分子合成の実験法」（大津隆行著　発行所（株）化
学同人　第１版第１刷　１９７２年３月１日発行）に記載された方法及び当該文献に記載
された引用文献を参考にして製造することができる。
【００８８】
　具体的には、（ａ）及び（ｂ）の所定量、重合開始剤及び溶剤等を反応容器中に入れて
、例えば、窒素により酸素を置換することにより、脱酸素雰囲気にし、攪拌しながら、加
熱及び保温する方法が挙げられる。なお、ここで用いられる重合開始剤及び溶剤等は、特
に限定されず、当該分野で通常使用されているものを使用することができる。例えば、重
合開始剤としては、アゾ化合物（２，２′－アゾビスイソブチロニトリル、２，２′－ア
ゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）等）や有機過酸化物（ベンゾイルペルオキシ
ド等）が挙げられ、溶剤としては、各モノマーを溶解するものであればよく、本発明の着
色硬化性樹脂組成物の溶剤（Ｅ）として後述する溶剤等が挙げられる。
【００８９】
　なお、得られた共重合体は、反応後の溶液をそのまま使用してもよいし、濃縮あるいは
希釈した溶液を使用してもよいし、再沈殿等の方法で固体（粉体）として取り出したもの
を使用してもよい。特に、この重合の際に溶剤として、本発明の着色硬化性樹脂組成物に
含まれる溶剤を使用することにより、反応後の溶液をそのまま本発明の着色硬化性樹脂組
成物の調製に使用することができるため、本発明の着色硬化性樹脂組成物の製造工程を簡
略化することができる。
【００９０】
　樹脂［Ｋ２］において、それぞれに由来する構造単位の比率は、樹脂［Ｋ２］を構成す
る全構造単位中、
（ａ）に由来する構造単位；２～４５モル％
（ｂ）に由来する構造単位；２～９５モル％
（ｃ）に由来する構造単位；１～６５モル％
であることが好ましく、
（ａ）に由来する構造単位；５～４０モル％
（ｂ）に由来する構造単位；５～８０モル％
（ｃ）に由来する構造単位；５～６０モル％
であることがより好ましい。
　樹脂［Ｋ２］の構造単位の比率が、上記の範囲にあると、着色硬化性樹脂組成物の保存
安定性、着色パターンを形成する際の現像性、並びに、得られるカラーフィルタの耐溶剤
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性、耐熱性及び機械強度に優れる傾向がある。
【００９１】
　樹脂［Ｋ２］は、例えば、樹脂［Ｋ１］の製造方法として記載した方法と同様に製造す
ることができる。
【００９２】
　樹脂［Ｋ３］において、それぞれに由来する構造単位の比率は、樹脂［Ｋ３］を構成す
る全構造単位中、
（ａ）に由来する構造単位；２～６０モル％
（ｃ）に由来する構造単位；４０～９８モル％
であることが好ましく、
（ａ）に由来する構造単位；１０～５０モル％
（ｃ）に由来する構造単位；５０～９０モル％
であることがより好ましい。
　樹脂［Ｋ３］は、例えば、樹脂［Ｋ１］の製造方法として記載した方法と同様に製造す
ることができる。
【００９３】
　樹脂［Ｋ４］は、（ａ）と（ｃ）との共重合体を得て、（ｂ）が有する炭素数２～４の
環状エーテルを（ａ）が有するカルボン酸及び／又はカルボン酸無水物に付加させること
により製造することができる。
　まず（ａ）と（ｃ）との共重合体を、樹脂［Ｋ１］の製造方法として記載した方法と同
様に製造する。この場合、それぞれに由来する構造単位の比率は、樹脂［Ｋ３］で挙げた
もの同じ比率であることが好ましい。
【００９４】
　次に、前記共重合体中の（ａ）に由来するカルボン酸及び／又はカルボン酸無水物の一
部に、（ｂ）が有する炭素数２～４の環状エーテルを反応させる。
　（ａ）と（ｃ）との共重合体の製造に引き続き、フラスコ内雰囲気を窒素から空気に置
換し、（ｂ）、カルボン酸又はカルボン酸無水物と環状エーテルとの反応触媒（例えばト
リス（ジメチルアミノメチル）フェノール等）及び重合禁止剤（例えばハイドロキノン等
）等をフラスコ内に入れて、例えば、６０～１３０℃で、１～１０時間反応することによ
り、樹脂［Ｋ４］を製造することができる。
　（ｂ）の使用量は、（ａ）１００モルに対して、５～８０モルが好ましく、より好まし
くは１０～７５モルである。この範囲にすることにより、着色硬化性樹脂組成物の保存安
定性、パターンを形成する際の現像性、並びに、得られるパターンの耐溶剤性、耐熱性、
機械強度及び感度のバランスが良好になる傾向がある。環状エーテルの反応性が高く、未
反応の（ｂ）が残存しにくいことから、樹脂［Ｋ４］に用いる（ｂ）としては（ｂ１）が
好ましく、さらに（ｂ１－１）が好ましい。
　前記反応触媒の使用量は、（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）の合計量１００質量部に対して０
．００１～５質量部が好ましい。前記重合禁止剤の使用量は、（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）
の合計量１００質量部に対して０．００１～５質量部が好ましい。
　仕込方法、反応温度及び時間等の反応条件は、製造設備や重合による発熱量等を考慮し
て適宜調整することができる。なお、重合条件と同様に、製造設備や重合による発熱量等
を考慮し、仕込方法や反応温度を適宜調整することができる。
【００９５】
　樹脂［Ｋ５］は、第一段階として、上述した樹脂［Ｋ１］の製造方法と同様にして、（
ｂ）と（ｃ）との共重合体を得る。上記と同様に、得られた共重合体は、反応後の溶液を
そのまま使用してもよいし、濃縮あるいは希釈した溶液を使用してもよいし、再沈殿等の
方法で固体（粉体）として取り出したものを使用してもよい。
　（ｂ）及び（ｃ）に由来する構造単位の比率は、前記の共重合体を構成する全構造単位
の合計モル数に対して、それぞれ、
（ｂ）に由来する構造単位；５～９５モル％
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（ｃ）に由来する構造単位；５～９５モル％
であることが好ましく、
（ｂ）に由来する構造単位；１０～９０モル％
（ｃ）に由来する構造単位；１０～９０モル％
であることがより好ましい。
【００９６】
　さらに、樹脂［Ｋ４］の製造方法と同様の条件で、（ｂ）と（ｃ）との共重合体が有す
る（ｂ）に由来する環状エーテルに、（ａ）が有するカルボン酸又はカルボン酸無水物を
反応させることにより、樹脂［Ｋ５］を得ることができる。
　前記の共重合体に反応させる（ａ）の使用量は、（ｂ）１００モルに対して、５～８０
モルが好ましい。環状エーテルの反応性が高く、未反応の（ｂ）が残存しにくいことから
、樹脂［Ｋ５］に用いる（ｂ）としては（ｂ１）が好ましく、さらに（ｂ１－１）が好ま
しい。
【００９７】
　樹脂［Ｋ６］は、樹脂［Ｋ５］に、さらにカルボン酸無水物を反応させた樹脂である。
環状エーテルとカルボン酸又はカルボン酸無水物との反応により発生するヒドロキシ基に
、カルボン酸無水物を反応させる。
　カルボン酸無水物としては、無水マレイン酸、シトラコン酸無水物、イタコン酸無水物
、３－ビニルフタル酸無水物、４－ビニルフタル酸無水物、３，４，５，６－テトラヒド
ロフタル酸無水物、１，２，３，６－テトラヒドロフタル酸無水物、ジメチルテトラヒド
ロフタル酸無水物、５，６－ジカルボキシビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン無水
物等が挙げられる。カルボン酸無水物の使用量は、（ａ）の使用量１モルに対して、０．
５～１モルが好ましい。
【００９８】
　樹脂（Ｂ）としては、具体的に、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アク
リレート／（メタ）アクリル酸共重合体、３，４－エポキシトリシクロ［５．２．１．０
２．６］デシル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸共重合体等の樹脂［Ｋ１］；
グリシジル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸
共重合体、グリシジル（メタ）アクリレート／スチレン／（メタ）アクリル酸共重合体、
３，４－エポキシトリシクロ［５．２．１．０２．６］デシル（メタ）アクリレート／（
メタ）アクリル酸／Ｎ－シクロヘキシルマレイミド共重合体、３，４－エポキシトリシク
ロ［５．２．１．０２．６］デシル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸／ビニル
トルエン共重合体、３－メチル－３－（メタ）アクリルロイルオキシメチルオキセタン／
（メタ）アクリル酸／スチレン共重合体等の樹脂［Ｋ２］；ベンジル（メタ）アクリレー
ト／（メタ）アクリル酸共重合体、スチレン／（メタ）アクリル酸共重合体等の樹脂［Ｋ
３］；ベンジル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸共重合体にグリシジル（メタ
）アクリレートを付加させた樹脂、トリシクロデシル（メタ）アクリレート／スチレン／
（メタ）アクリル酸共重合体にグリシジル（メタ）アクリレートを付加させた樹脂、トリ
シクロデシル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル
酸共重合体にグリシジル（メタ）アクリレートを付加させた樹脂等の樹脂［Ｋ４］；トリ
シクロデシル（メタ）アクリレート／グリシジル（メタ）アクリレートの共重合体に（メ
タ）アクリル酸を反応させた樹脂、トリシクロデシル（メタ）アクリレート／スチレン／
グリシジル（メタ）アクリレートの共重合体に（メタ）アクリル酸を反応させた樹脂等の
樹脂［Ｋ５］；トリシクロデシル（メタ）アクリレート／グリシジル（メタ）アクリレー
トの共重合体に（メタ）アクリル酸を反応させた樹脂にさらにテトラヒドロフタル酸無水
物を反応させた樹脂等の樹脂［Ｋ６］等が挙げられる。
　中でも、樹脂（Ｂ）としては、樹脂［Ｋ１］及び樹脂［Ｋ２］が好ましい。
【００９９】
　樹脂（Ｂ）のポリスチレン換算の重量平均分子量は、好ましくは３，０００～１００，
０００であり、より好ましくは５，０００～５０，０００であり、さらに好ましくは５，



(28) JP 2013-203955 A 2013.10.7

10

20

30

40

50

０００～３０，０００である。分子量が前記の範囲にあると、塗膜硬度が向上し、残膜率
も高く、未露光部の現像液に対する溶解性が良好で、着色パターンの解像度が向上する傾
向がある。
　樹脂（Ｂ）の分子量分布［重量平均分子量（Ｍｗ）／数平均分子量（Ｍｎ）］は、好ま
しくは１．１～６であり、より好ましくは１．２～４である。
【０１００】
　樹脂（Ｂ）の酸価は、好ましくは５０～１７０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇであり、より好ましく
は６０～１５０、さらに好ましくは７０～１３５ｍｇ－ＫＯＨ／ｇである。ここで酸価は
樹脂（Ｂ）１ｇを中和するに必要な水酸化カリウムの量（ｍｇ）として測定される値であ
り、例えば水酸化カリウム水溶液を用いて滴定することにより求めることができる。
【０１０１】
　樹脂（Ｂ）の含有量は、固形分の総量に対して、好ましくは７～６５質量％であり、よ
り好ましくは１３～６０質量％であり、さらに好ましくは１７～５５質量％である。樹脂
（Ｂ）の含有量が、前記の範囲内にあると、着色パターンが形成でき、また着色パターン
の解像度及び残膜率が向上する傾向がある。
【０１０２】
＜重合性化合物（Ｃ）＞
　重合性化合物（Ｃ）は、重合開始剤（Ｄ）から発生した活性ラジカル及び／又は酸によ
って重合しうる化合物であり、例えば、重合性のエチレン性不飽和結合を有する化合物等
が挙げられ、好ましくは（メタ）アクリル酸エステル化合物である。
【０１０３】
　中でも、重合性化合物（Ｃ）は、エチレン性不飽和結合を３つ以上有する重合性化合物
であることが好ましい。このような重合性化合物としては、例えば、トリメチロールプロ
パントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペン
タエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）
アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペンタエリス
リトールオクタ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールヘプタ（メタ）アクリ
レート、テトラペンタエリスリトールデカ（メタ）アクリレート、テトラペンタエリスリ
トールノナ（メタ）アクリレート、トリス（２－（メタ）アクリロイルオキシエチル）イ
ソシアヌレート、エチレングリコール変性ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート、エチレングリコール変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、プ
ロピレングリコール変性ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、プロピレン
グリコール変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変
性ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジペンタエリ
スリトールヘキサ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
　中でも、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート及びジペンタエリスリト
ールヘキサ（メタ）アクリレートが好ましい。
【０１０４】
　重合性化合物（Ｃ）の重量平均分子量は、好ましくは１５０以上２，９００以下、より
好ましくは２５０～１，５００以下である。
【０１０５】
　重合性化合物（Ｃ）の含有量は、固形分の総量に対して、７～６５質量％であることが
好ましく、より好ましくは１３～６０質量％であり、さらに好ましくは１７～５５質量％
である。重合性化合物（Ｃ）の含有量が、前記の範囲内にあると、着色パターン形成時の
残膜率及びカラーフィルタの耐薬品性が向上する傾向がある。
【０１０６】
＜重合開始剤（Ｄ）＞
　重合開始剤（Ｄ）は、光や熱の作用により活性ラジカル、酸等を発生し、重合を開始し
うる化合物であれば特に限定されることなく、公知の重合開始剤を用いることができる。
　重合開始剤（Ｄ）としては、アルキルフェノン化合物、トリアジン化合物、アシルホス
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フィンオキサイド化合物、Ｏ－アシルオキシム化合物及びビイミダゾール化合物からなる
群から選ばれる少なくとも１種を含む重合開始剤が好ましく、Ｏ－アシルオキシム化合物
を含む重合開始剤がより好ましい。
【０１０７】
　前記Ｏ－アシルオキシム化合物は、式（ｄ１）で表される部分構造を有する化合物であ
る。以下、＊は結合手を表す。

　前記Ｏ－アシルオキシム化合物としては、例えば、Ｎ－ベンゾイルオキシ－１－（４－
フェニルスルファニルフェニル）ブタン－１－オン－２－イミン、Ｎ－ベンゾイルオキシ
－１－（４－フェニルスルファニルフェニル）オクタン－１－オン－２－イミン、Ｎ－ベ
ンゾイルオキシ－１－（４－フェニルスルファニルフェニル）－３－シクロペンチルプロ
パン－１－オン－２－イミン、Ｎ－アセトキシ－１－［９－エチル－６－（２－メチルベ
ンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル］エタン－１－イミン、Ｎ－アセトキシ－１
－［９－エチル－６－｛２－メチル－４－（３，３－ジメチル－２，４－ジオキサシクロ
ペンタニルメチルオキシ）ベンゾイル｝－９Ｈ－カルバゾール－３－イル］エタン－１－
イミン、Ｎ－アセトキシ－１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カ
ルバゾール－３－イル］－３－シクロペンチルプロパン－１－イミン、Ｎ－ベンゾイルオ
キシ－１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イ
ル］－３－シクロペンチルプロパン－１－オン－２－イミン等が挙げられる。イルガキュ
アＯＸＥ０１、ＯＸＥ０２（以上、ＢＡＳＦ社製）、Ｎ－１９１９（ＡＤＥＫＡ社製）等
の市販品を用いてもよい。中でも、Ｏ－アシルオキシム化合物は、Ｎ－ベンゾイルオキシ
－１－（４－フェニルスルファニルフェニル）ブタン－１－オン－２－イミン、Ｎ－ベン
ゾイルオキシ－１－（４－フェニルスルファニルフェニル）オクタン－１－オン－２－イ
ミン及びＮ－ベンゾイルオキシ－１－（４－フェニルスルファニルフェニル）－３－シク
ロペンチルプロパン－１－オン－２－イミンからなる群から選ばれる少なくとも１種が好
ましく、Ｎ－ベンゾイルオキシ－１－（４－フェニルスルファニルフェニル）オクタン－
１－オン－２－イミンがより好ましい。これらのＯ－アシルオキシム化合物であると、高
明度なカラーフィルタが得られる傾向にある。
【０１０８】
　前記アルキルフェノン化合物は、式（ｄ２）で表される部分構造又は式（ｄ３）で表さ
れる部分構造を有する化合物である。これらの部分構造中、ベンゼン環は置換基を有して
いてもよい。

【０１０９】
　式（ｄ２）で表される部分構造を有する化合物としては、例えば、２－メチル－２－モ
ルホリノ－１－（４－メチルスルファニルフェニル）プロパン－１－オン、２－ジメチル
アミノ－１－（４－モルホリノフェニル）－２－ベンジルブタン－１－オン、２－（ジメ
チルアミノ）－２－［（４－メチルフェニル）メチル］－１－［４－（４－モルホリニル
）フェニル］ブタン－１－オン等が挙げられる。イルガキュア３６９、９０７、３７９（
以上、ＢＡＳＦ社製）等の市販品を用いてもよい。
　式（ｄ３）で表される部分構造を有する化合物としては、例えば、２－ヒドロキシ－２
－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－〔４－
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（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル〕プロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキ
シルフェニルケトン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－（４－イソプロペニルフェニル
）プロパン－１－オンのオリゴマー、α，α－ジエトキシアセトフェノン、ベンジルジメ
チルケタール等が挙げられる。
　感度の点で、アルキルフェノン化合物としては、式（ｄ２）で表される部分構造を有す
る化合物が好ましい。
【０１１０】
　前記トリアジン化合物としては、例えば、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－（
４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）
－６－（４－メトキシナフチル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロ
メチル）－６－ピペロニル－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル
）－６－(４－メトキシスチリル)－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロ
メチル）－６－〔２－（５－メチルフラン－２－イル）エテニル〕－１，３，５－トリア
ジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－〔２－（フラン－２－イル）エテニル〕
－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－〔２－（４－ジエ
チルアミノ－２－メチルフェニル）エテニル〕－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス
（トリクロロメチル）－６－〔２－（３，４－ジメトキシフェニル）エテニル〕－１，３
，５－トリアジン等が挙げられる。
【０１１１】
　前記アシルホスフィンオキサイド化合物としては、２，４，６－トリメチルベンゾイル
ジフェニルホスフィンオキサイド等が挙げられる。イルガキュア（登録商標）８１９（Ｂ
ＡＳＦ社製）等の市販品を用いてもよい。
【０１１２】
　前記ビイミダゾール化合物としては、例えば、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）
－４，４’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾール、２，２’－ビス（２，３－ジク
ロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾール（例えば、特開平
６－７５３７２号公報、特開平６－７５３７３号公報等参照。）、２，２’－ビス（２－
クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾール、２，２’－ビ
ス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ（アルコキシフェニル）ビイミ
ダゾール、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ（ジア
ルコキシフェニル）ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’
，５，５’－テトラ（トリアルコキシフェニル）ビイミダゾール（例えば、特公昭４８－
３８４０３号公報、特開昭６２－１７４２０４号公報等参照。）、４，４’５，５’－位
のフェニル基がカルボアルコキシ基により置換されているイミダゾール化合物（例えば、
特開平７－１０９１３号公報等参照）等が挙げられる。
【０１１３】
　さらに重合開始剤（Ｄ）としては、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾイ
ンエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル等
のベンゾイン化合物；ベンゾフェノン、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベ
ンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルサルファイド、３，３’，４，
４’－テトラ（ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン、２，４，６－
トリメチルベンゾフェノン等のベンゾフェノン化合物；９，１０－フェナンスレンキノン
、２－エチルアントラキノン、カンファーキノン等のキノン化合物；１０－ブチル－２－
クロロアクリドン、ベンジル、フェニルグリオキシル酸メチル、チタノセン化合物等が挙
げられる。これらは、後述の重合開始助剤（Ｄ１）（特にアミン類）と組み合わせて用い
ることが好ましい。
【０１１４】
　酸発生剤としては、例えば、４－ヒドロキシフェニルジメチルスルホニウムｐ－トルエ
ンスルホナート、４－ヒドロキシフェニルジメチルスルホニウムヘキサフルオロアンチモ
ネート、４－アセトキシフェニルジメチルスルホニウムｐ－トルエンスルホナート、４－
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アセトキシフェニル・メチル・ベンジルスルホニウムヘキサフルオロアンチモネート、ト
リフェニルスルホニウムｐ－トルエンスルホナート、トリフェニルスルホニウムヘキサフ
ルオロアンチモネート、ジフェニルヨードニウムｐ－トルエンスルホナート、ジフェニル
ヨードニウムヘキサフルオロアンチモネート等のオニウム塩類や、ニトロベンジルトシレ
ート類、ベンゾイントシレート類等が挙げられる。
【０１１５】
　重合開始剤（Ｄ）の含有量は、樹脂（Ｂ）及び重合性化合物（Ｃ）の合計量１００質量
部に対して、好ましくは０．１～３０質量部であり、より好ましくは１～２０質量部であ
る。重合開始剤（Ｄ）の含有量が、前記の範囲内にあると、高感度化して露光時間が短縮
される傾向があるためカラーフィルタの生産性が向上する。
【０１１６】
＜重合開始助剤（Ｄ１）＞
　重合開始助剤（Ｄ１）は、重合開始剤によって重合が開始された重合性化合物の重合を
促進するために用いられる化合物、もしくは増感剤である。重合開始助剤（Ｄ１）を含む
場合、通常、重合開始剤（Ｄ）と組み合わせて用いられる。
　重合開始助剤（Ｄ１）としては、アミン化合物、アルコキシアントラセン化合物、チオ
キサントン化合物及びカルボン酸化合物等が挙げられる。
【０１１７】
　前記アミン化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン、トリ
イソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルアミノ安息
香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルアミノエチ
ル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラトルイジン
、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン（通称ミヒラーズケトン）、４，４
’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４’－ビス（エチルメチルアミノ）ベ
ンゾフェノン等が挙げられ、中でも４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンが
好ましい。ＥＡＢ－Ｆ（保土谷化学工業（株）製）等の市販品を用いてもよい。
【０１１８】
　前記アルコキシアントラセン化合物としては、９，１０－ジメトキシアントラセン、２
－エチル－９，１０－ジメトキシアントラセン、９，１０－ジエトキシアントラセン、２
－エチル－９，１０－ジエトキシアントラセン、９，１０－ジブトキシアントラセン、２
－エチル－９，１０－ジブトキシアントラセン等が挙げられる。
【０１１９】
　前記チオキサントン化合物としては、２－イソプロピルチオキサントン、４－イソプロ
ピルチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサント
ン、１－クロロ－４－プロポキシチオキサントン等が挙げられる。
【０１２０】
　前記カルボン酸化合物としては、フェニルスルファニル酢酸、メチルフェニルスルファ
ニル酢酸、エチルフェニルスルファニル酢酸、メチルエチルフェニルスルファニル酢酸、
ジメチルフェニルスルファニル酢酸、メトキシフェニルスルファニル酢酸、ジメトキシフ
ェニルスルファニル酢酸、クロロフェニルスルファニル酢酸、ジクロロフェニルスルファ
ニル酢酸、Ｎ－フェニルグリシン、フェノキシ酢酸、ナフチルチオ酢酸、Ｎ－ナフチルグ
リシン、ナフトキシ酢酸等が挙げられる。
【０１２１】
　これらの重合開始助剤（Ｄ１）を用いる場合、その含有量は、樹脂（Ｂ）及び重合性化
合物（Ｃ）の合計量１００質量部に対して、好ましくは０．１～３０質量部、より好まし
くは１～２０質量部である。重合開始助剤（Ｄ１）の量がこの範囲内にあると、さらに高
感度で着色パターンを形成することができ、カラーフィルタの生産性が向上する傾向にあ
る。
【０１２２】
＜化合物（Ｑ１）＞
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　化合物（Ｑ１）は、式（Ｑ１）で表される。

［式（Ｑ１）中、Ａ１及びＡ２は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素
基を表す。
　Ａ３、Ａ４、Ａ５及びＡ６は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素基
を表すか、Ａ３及びＡ４は、一緒になってこれらが結合する炭素原子とともにベンゼン環
を形成してもよい。］
【０１２３】
　Ａ１～Ａ６の炭化水素基としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプ
ロピル基、ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基
、ヘプチル基、オクチル基、１，１－ジメチルブチル基及び１，１，３，３－テトラメチ
ルブチル基等のアルキル基が挙げられる。
【０１２４】
　化合物（Ｑ１）としては、式（Ｑ１－１）又は式（Ｑ１－２）で表される化合物が挙げ
られる。

［式（Ｑ１－１）中、Ａ１及びＡ２は、前記と同義である。
　Ａ１１～Ａ１４は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素基を表す。］

［式（Ｑ１－２）中、Ａ１及びＡ２は、前記と同義である。
　Ａ１５及びＡ１６は、互いに独立に、水素原子又は炭素数１～８の炭化水素基を表す。
］
【０１２５】
　式（Ｑ１－１）で表される化合物としては、例えば、ヒドロキノン、ｔｅｒｔ－ブチル
ヒドロキノン、２，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキノン、ｐ－メトキシフェノール、
４－ペンチルオキシフェノール、４－ヒドロキシ－３－tert－ブチルアニソール、４－ブ
トキシフェノール、２，５－ビス（１，１－ジメチルブチル）－４－メトキシフェノール
、２，５－ビス（１，１，３，３－テトラメチルブチル）ヒドロキノン等が挙げられる。
　式（Ｑ１－２）で表される化合物としては、例えば、１，４－ジヒドロキシナフタレン
、１－ヒドロキシ－４－メトキシナフタレン、１，４－ジメトキシナフタレン等が挙げら
れる。
　化合物（Ｑ１）としては、特開２０１１－２０９５９４号公報記載の化合物も用いるこ
とができる。
　化合物（Ｑ１）としては、式（Ｑ１－２）で表される化合物が好ましい。
【０１２６】
　化合物（Ｑ１）の含有量は、固形分の総量に対して、好ましくは１質量％以上２０質量
％以下、より好ましくは２質量％以上１０質量％以下である。化合物（Ｑ１）の含有量が
この範囲内にあると、高コントラストなカラーフィルタが得られる。
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【０１２７】
＜溶剤（Ｅ）＞
　溶剤（Ｅ）は、特に限定されず、当該分野で通常使用される溶剤を用いることができる
。例えば、エステル溶剤（分子内に－ＣＯＯ－を含み、－Ｏ－を含まない溶剤）、エーテ
ル溶剤（分子内に－Ｏ－を含み、－ＣＯＯ－を含まない溶剤）、エーテルエステル溶剤（
分子内に－ＣＯＯ－と－Ｏ－とを含む溶剤）、ケトン溶剤（分子内に－ＣＯ－を含み、－
ＣＯＯ－を含まない溶剤）、アルコール溶剤（分子内にＯＨを含み、－Ｏ－、－ＣＯ－及
び－ＣＯＯ－を含まない溶剤）、芳香族炭化水素溶剤、アミド溶剤、ジメチルスルホキシ
ド等が挙げられる。
【０１２８】
　エステル溶剤としては、乳酸メチル、乳酸エチル、乳酸ブチル、２－ヒドロキシイソブ
タン酸メチル、酢酸エチル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソブチル、ギ酸ペンチル、酢酸イソ
ペンチル、プロピオン酸ブチル、酪酸イソプロピル、酪酸エチル、酪酸ブチル、ピルビン
酸メチル、ピルビン酸エチル、ピルビン酸プロピル、アセト酢酸メチル、アセト酢酸エチ
ル、シクロヘキサノールアセテート及びγ－ブチロラクトンなどが挙げられる。
【０１２９】
　エーテル溶剤としては、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコール
モノエチルエーテル、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチレングリコールモ
ノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモ
ノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモ
ノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモ
ノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、３－メトキシ－１－ブ
タノール、３－メトキシ－３－メチルブタノール、テトラヒドロフラン、テトラヒドロピ
ラン、１，４－ジオキサン、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコ
ールジエチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、ジエチレングリコ
ールジプロピルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル、アニソール、フェネ
トール及びメチルアニソールなどが挙げられる。
【０１３０】
　エーテルエステル溶剤としては、メトキシ酢酸メチル、メトキシ酢酸エチル、メトキシ
酢酸ブチル、エトキシ酢酸メチル、エトキシ酢酸エチル、３－メトキシプロピオン酸メチ
ル、３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシ
プロピオン酸エチル、２－メトキシプロピオン酸メチル、２－メトキシプロピオン酸エチ
ル、２－メトキシプロピオン酸プロピル、２－エトキシプロピオン酸メチル、２－エトキ
シプロピオン酸エチル、２－メトキシ－２－メチルプロピオン酸メチル、２－エトキシ－
２－メチルプロピオン酸エチル、３－メトキシブチルアセテート、３－メチル－３－メト
キシブチルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレ
ングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノプロピルエーテ
ルアセテート、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコール
モノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート及
びジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテートなどが挙げられる。
【０１３１】
　ケトン溶剤としては、４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン、アセトン、２－
ブタノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン、４－ヘプタノン、４－メチル－２－ペンタ
ノン、シクロペンタノン、シクロヘキサノン及びイソホロンなどが挙げられる。
【０１３２】
　アルコール溶剤としては、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘキ
サノール、シクロヘキサノール、エチレングリコール、プロピレングリコール及びグリセ
リンなどが挙げられる。
【０１３３】
　芳香族炭化水素溶剤としては、ベンゼン、トルエン、キシレン及びメシチレンなどが挙
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げられる。
【０１３４】
　アミド溶剤としては、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
及びＮ－メチルピロリドンなどが挙げられる。
【０１３５】
　上記の溶剤のうち、塗布性、乾燥性の点から、１ａｔｍにおける沸点が１２０℃以上１
８０℃以下である有機溶剤が好ましい。溶剤としては、プロピレングリコールモノメチル
エーテルアセテート、乳酸エチル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、３－エト
キシプロピオン酸エチル、エチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、４－ヒドロキシ－４
－メチル－２－ペンタノン及びＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドが好ましく、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテル、乳
酸エチル、４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン及び３－エトキシプロピオン酸
エチルがより好ましい。
【０１３６】
　溶剤（Ｅ）の含有量は、本発明の着色硬化性樹脂組成物の総量に対して、好ましくは７
０～９５質量％であり、より好ましくは７５～９２質量％である。言い換えると、着色硬
化性樹脂組成物の固形分の総量は、好ましくは５～３０質量％、より好ましくは８～２５
質量％である。溶剤（Ｅ）の含有量が前記の範囲内にあると、基板に塗布し、次いで乾燥
することにより形成される着色組成物層は平坦性に優れる傾向があるためムラ発生の少な
いカラーフィルタを製造することができ、また十分な色濃度のカラーフィルタを製造でき
る。。
【０１３７】
＜レベリング剤（Ｆ）＞
　レベリング剤（Ｆ）としては、シリコーン系界面活性剤、フッ素系界面活性剤及びフッ
素原子を有するシリコーン系界面活性剤等が挙げられる。これらは、側鎖に重合性基を有
していてもよい。
　シリコーン系界面活性剤としては、分子内にシロキサン結合を有する界面活性剤等が挙
げられる。具体的には、トーレシリコーンＤＣ３ＰＡ、同ＳＨ７ＰＡ、同ＤＣ１１ＰＡ、
同ＳＨ２１ＰＡ、同ＳＨ２８ＰＡ、同ＳＨ２９ＰＡ、同ＳＨ３０ＰＡ、同ＳＨ８４００（
商品名：東レ・ダウコーニング（株）製）、ＫＰ３２１、ＫＰ３２２、ＫＰ３２３、ＫＰ
３２４、ＫＰ３２６、ＫＰ３４０、ＫＰ３４１（信越化学工業（株）製）、ＴＳＦ４００
、ＴＳＦ４０１、ＴＳＦ４１０、ＴＳＦ４３００、ＴＳＦ４４４０、ＴＳＦ４４４５、Ｔ
ＳＦ－４４４６、ＴＳＦ４４５２及びＴＳＦ４４６０（モメンティブ・パフォーマンス・
マテリアルズ・ジャパン合同会社製）等が挙げられる。
【０１３８】
　前記のフッ素系界面活性剤としては、分子内にフルオロカーボン鎖を有する界面活性剤
等が挙げられる。具体的には、フロラード（登録商標）ＦＣ４３０、同ＦＣ４３１（住友
スリーエム（株）製）、メガファック（登録商標）Ｆ１４２Ｄ、同Ｆ１７１、同Ｆ１７２
、同Ｆ１７３、同Ｆ１７７、同Ｆ１８３、同Ｆ５５４、同Ｒ３０、同ＲＳ－７１８－Ｋ（
ＤＩＣ（株）製）、エフトップ（登録商標）ＥＦ３０１、同ＥＦ３０３、同ＥＦ３５１、
同ＥＦ３５２（三菱マテリアル電子化成（株）製）、サーフロン（登録商標）Ｓ３８１、
同Ｓ３８２、同ＳＣ１０１、同ＳＣ１０５（旭硝子（株）製）及びＥ５８４４（（株）ダ
イキンファインケミカル研究所製）等が挙げられる。
【０１３９】
　前記のフッ素原子を有するシリコーン系界面活性剤としては、分子内にシロキサン結合
及びフルオロカーボン鎖を有する界面活性剤等が挙げられる。具体的には、メガファック
（登録商標）Ｒ０８、同ＢＬ２０、同Ｆ４７５、同Ｆ４７７及び同Ｆ４４３（ＤＩＣ（株
）製）等が挙げられる。
【０１４０】
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　レベリング剤（Ｆ）の含有量は、着色硬化性樹脂組成物の総量に対して、好ましくは０
．００１質量％以上０.２質量％以下であり、好ましくは０.００２質量％以上０．１質量
％以下、より好ましくは０.００５質量％以上０．０５質量％以下である。レベリング剤
（Ｆ）の含有量が前記の範囲内にあると、カラーフィルタの平坦性を良好にすることがで
きる。
【０１４１】
＜その他の成分＞
　本発明の着色硬化性樹脂組成物は、必要に応じて、充填剤、他の高分子化合物、密着促
進剤、酸化防止剤、光安定剤、連鎖移動剤等、当該技術分野で公知の添加剤を含んでもよ
い。
【０１４２】
＜着色硬化性樹脂組成物の製造方法＞
　本発明の着色硬化性樹脂組成物は、例えば、着色剤（Ａ）、樹脂（Ｂ）、重合性化合物
（Ｃ）、重合開始剤（Ｄ）、化合物（Ｑ１）、並びに必要に応じて用いられる溶剤（Ｅ）
、レベリング剤（Ｆ）、重合開始助剤（Ｄ１）及びその他の成分を混合することにより調
製できる。
　顔料（Ａ２）を含む場合、顔料は、予め溶剤（Ｅ）の一部又は全部と混合し、顔料の平
均粒子径が０．２μｍ以下程度となるまで、ビーズミルなどを用いて分散させることが好
ましい。この際、必要に応じて前記顔料分散剤、樹脂（Ｂ）の一部又は全部を配合しても
よい。このようにして得られた顔料分散液に、残りの成分を、所定の濃度となるように混
合することにより、目的の着色硬化性樹脂組成物を調製できる。
　キサンテン染料（Ａ１）は、予め溶剤（Ｅ）の一部又は全部にそれぞれ溶解させて溶液
を調製してもよい。該溶液を、孔径０．０１～１μm程度のフィルタでろ過することが好
ましい。
　混合後の着色硬化性樹脂組成物を、孔径０．０１～１０μm程度のフィルタでろ過する
ことが好ましい。
【０１４３】
＜カラーフィルタ及び液晶表示装置の製造方法＞
　本発明の着色硬化性樹脂組成物によりカラーフィルタを形成する方法としては、フォト
リソグラフ法及びインクジェット機器を用いる方法等が挙げられる。フォトリソグラフ法
は、例えば、本発明の着色硬化性樹脂組成物を、基板の上に塗布し、溶剤等揮発成分を除
去するなどして乾燥させて着色組成物層を形成し、フォトマスクを介して該着色組成物層
を露光し、現像する方法である。現像後、必要に応じて加熱することにより着色パターン
を形成できる。前記着色パターンの形成方法において、露光の際にフォトマスクを用いな
いこと、及び／又は現像しないことにより、前記着色組成物層の硬化物である着色塗膜を
形成できる。かくして得られる着色パターン及び着色塗膜をカラーフィルタとすることが
できる。
　基板としては、石英ガラス、ホウケイ酸ガラス、アルミナケイ酸塩ガラス、表面をシリ
カコートしたソーダライムガラスなどのガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル
酸メチル、ポリエチレンテレフタレートなどの樹脂板、シリコン、前記基板上にアルミニ
ウム、銀、銀／銅／パラジウム合金薄膜などを形成したものが用いられる。これらの基板
上には、別のカラーフィルタ層、樹脂層、トランジスタ、回路等が形成されていてもよい
。
　作製するカラーフィルタの膜厚は、特に限定されず、目的の用途等に応じて適宜調整す
ることができ、例えば、０．１～３０μｍ、好ましくは１～２０μｍ、より好ましくは１
～６μｍである。
【０１４４】
　次に、薄膜トランジスタ（以下「ＴＦＴ」という。）が形成されたガラス基板上に、パ
ターンを形成する方法について説明する。
　具体的には、フォトリソグラフィ技術等の公知の方法によって、ガラス基板２１上に複
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数のＴＦＴ２２を画素毎に形成する（図１参照）。ＴＦＴ２２は、ガラス基板２１上に例
えばモリブデン（Ｍｏ）により形成されると共にゲート線の一部を構成するゲート電極２
２ａと、このゲート電極２２ａ上に形成された例えば窒化膜（ＳｉＮｘ）と酸化膜（Ｓｉ
Ｏ２）との積層膜からなるゲート絶縁膜２２ｂと、このゲート絶縁膜２２ｂ上に形成され
た多結晶シリコン膜２２ｃと、例えば酸化膜（ＳｉＯ２）と窒化膜（ＳｉＮｘ）との積層
膜により形成された保護膜２２ｄとにより構成されている。多結晶シリコン膜２２ｃのゲ
ート電極２２ａに対向する領域がＴＦＴ２２のチャネル領域、また、このチャネル領域の
両側の領域がソース領域又はドレイン領域となっている。多結晶シリコン膜２２ｃのソー
ス領域は、保護膜２２ｄに設けられた接続孔（コンタクトホール）を介して、例えばアル
ミニウム（Ａｌ）により形成された信号線２７に電気的に接続されている。なお、多結晶
シリコン膜２２ｃのドレイン領域は、後述のように接続孔（コンタクトホール）２０１を
介して画素電極２４と電気的に接続されるようになっている。
【０１４５】
　ガラス基板２１上に複数のＴＦＴ２２を画素毎に形成する際、ガラス基板２１上にＴＦ
Ｔ２２と同時にアライメントマーク（図示せず）を形成する。このアライメントマークは
、後述するようにカラーフィルタ層２３の形成工程における位置合わせの基準となる。な
お、これらのアライメントマークは駆動基板と対向基板との貼り合わせの基準となるマー
クと兼用することもできる。アライメントマークは、ＴＦＴ２２の製造プロセスにおいて
配線等の金属層や多結晶シリコン層を形成する際に、少なくともその一層を利用して同一
工程で形成することができる。
【０１４６】
　次に、ＴＦＴ２２およびアライメントマークが形成されたガラス基板２１上に、本発明
の着色硬化性樹脂組成物を塗布し、加熱乾燥（プリベーク）及び／又は減圧乾燥すること
により溶剤等の揮発成分を除去して乾燥させ、膜厚０．５～５．０μｍ、例えば１．０μ
ｍの着色組成物層を形成する。
　塗布方法としては、スピンコート法、スリットコート法、スリット　アンド　スピンコ
ート法等が挙げられる。
　加熱乾燥を行う場合の温度は、３０～１２０℃が好ましく、６０～１１０℃がより好ま
しい。また加熱時間としては、１０秒間～６０分間であることが好ましく、３０秒間～３
０分間であることがより好ましい。
　減圧乾燥を行う場合は、５０～１５０Ｐａの圧力下、２０～２５℃の温度範囲で行うこ
とが好ましい。
【０１４７】
　次に、フォトマスク（図示せず）を介して着色組成物層に対して紫外線を照射し、更に
現像液により不要部を選択的に除去することにより、多結晶シリコン膜２２ｃのドレイン
領域に達する接続孔（コンタクトホール）２０１が形成された画素に成形された着色組成
物層を得た後に水洗いする。
　現像により、着色組成物層の未露光部が現像液に溶解して除去される。現像液としては
、例えば、水酸化カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸ナトリウム、水酸化テトラメチル
アンモニウム等の塩基性化合物の水溶液が好ましい。これらの塩基性化合物の水溶液中の
濃度は、好ましくは０．０１～１０質量％であり、より好ましくは０．０３～５質量％で
ある。さらに、現像液は、界面活性剤を含んでいてもよい。
　現像方法は、パドル法、ディッピング法及びスプレー法等のいずれでもよい。さらに現
像時に基板を任意の角度に傾けてもよい。
【０１４８】
　その後、接続孔（コンタクトホール）２０１が形成された着色組成物層を再流動（リフ
ロー）させるため、及び／又は該着色組成物層に含まれる重合性化合物等を硬化させるた
めに、例えば１００～３００℃、好ましくは１５０～２３０℃の温度で、例えば１～１２
０分間、好ましくは１０～６０分間加熱する。かくして、着色パターンである着色硬化性
樹脂組成物層２３Ａが形成される。この着色硬化性樹脂組成物層２３Ａが本発明のカラー
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フィルタに対応している。
【０１４９】
　この操作を繰り返し、赤色着色硬化性樹脂組成物、緑色着色硬化性樹脂組成物及び青色
着色硬化性樹脂組成物からそれぞれ着色硬化性樹脂組成物層２３Ａを形成することにより
、画素列毎に対応して赤色フィルタ２３ａ、緑色フィルタ２３ｂ及び青色フィルタ２３ｃ
を含むカラーフィルタ層２３が形成される（図２参照）。カラーフィルタ層２３の各フィ
ルタ間の領域は隣接する色の混合領域となるが、この領域は信号線２７に対向した遮光領
域であるため、特に品質上支障はない。なお、この各フィルタ間の領域は着色されないよ
うにしてもよい。
【０１５０】
　続いて、例えばスピンコート法によってカラーフィルタ層２３を覆うように、例えば膜
厚０．３～２．０μｍの保護膜としての感光性樹脂膜２９を形成する。次いで、フォトマ
スク（図示せず）を介して感光性樹脂膜２９に対して紫外線を照射し、更に現像液によっ
て接続孔２０１に対応する領域および不要部を選択的に除去することにより、多結晶シリ
コン膜２２ｃのドレイン領域に達する接続孔（コンタクトホール）２０２を形成した後に
水洗いする。その後、感光性樹脂膜２９の再流動（リフロー）のために、１００～３００
℃の範囲の温度、例えば２００℃で加熱する。次いで、コンタクトホール２０２内に堆積
した染料等の残渣および有機物を除去するために、酸素プラズマによるエッチングを行い
、更に、酸素プラズマによって形成された酸化膜を除去するために、例えば希ふっ酸によ
りエッチングする。
【０１５１】
　次に、感光性樹脂膜２９上に例えばスパッタリング法により、透明導電材料、例えばＩ
ＴＯ（Indium-Tin Oxide：インジウムと錫の酸化物混合膜）を形成し、このＩＴＯ膜をフ
ォトリソグラフィ技術およびエッチングによりパターニングして、透明の画素電極２４を
形成する（図３参照）。なお、この画素電極２４は作製するデバイスによってはアルミニ
ウム（Ａｌ）や銀（Ａｇ）等の金属により形成するようにしてもよい。その後は、既知の
方法により配向膜を形成した後、この駆動基板と対向基板との貼り合わせを行うことによ
り液晶表示装置を製造することができる。
【０１５２】
　本発明の着色硬化性樹脂組成物によれば、特にコントラストに優れたカラーフィルタを
作製することができる。該カラーフィルタは、表示装置（例えば、液晶表示装置、有機Ｅ
Ｌ装置、電子ペーパー等）及び固体撮像素子に用いられるカラーフィルタとして有用であ
る。
【実施例】
【０１５３】
　以下、実施例によって本発明の着色硬化性樹脂組成物について、より詳細に説明する。
例中の「％」及び「部」は、特記ない限り、質量％及び質量部である。
　以下の合成例において、化合物は、質量分析（ＬＣ；Ａｇｉｌｅｎｔ製１２００型、Ｍ
ＡＳＳ；Ａｇｉｌｅｎｔ製ＬＣ／ＭＳＤ型）又は元素分析（VARIO-EL；（エレメンタール
(株)製））で同定した。
【０１５４】
〔合成例１〕
　混合中に混合物の温度が３０℃以下になるように、９８％硫酸５０部に２－（４－ジエ
チルアミノ－２－ヒドロキシベンゾイル）安息香酸（東京化成工業（株）製）７．８３部
を徐々に加えて混合した。得られた溶液を５℃まで冷却し、そこに３－（イソプロピルア
ミノ）フェノール（特開平９－１６９７０８号公報に記載された方法に準じて製造）５．
３７部を加えた。その後、この混合物を５℃で６５時間撹拌した。反応混合物を氷水２５
０部中に添加し、析出物を吸引濾過で取得した。残渣をクロロホルム１８０部に溶解し、
イオン交換水３００部を加え、さらに１０％水酸化ナトリウム水溶液で水層をｐＨ１０と
して、１時間撹拌した。クロロホルム層を分取し、イオン交換水２００部で洗浄し、硫酸
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マグネシウムで脱水した。硫酸マグネシウムを除去して得た溶液からクロロホルムを減圧
下で留去し、式（ｈｘ）で表される化合物を５．５０部得た。
【０１５５】

【０１５６】
　式（ｈｘ）で表される化合物３．００部、トリエチレングリコール（東京化成工業（株
）製）３．１６部、ジメチルアミノピリジン（和光純薬工業（株）製）０．２４部、（１
Ｓ）－（＋）－１０－カンファースルホン酸（関東化学（株）製）０．１８部に脱水クロ
ロホルム３０部を加え、室温で１時間攪拌した。３０℃を超えないように、1－エチル－3
－(3－ジメチルアミノプロピル)カルボジイミド　塩酸塩（（株）同仁化学研究所製）１
．８３部を脱水クロロホルム７．２部に溶解した溶液を滴下し、室温で５時間攪拌した。
該クロロホルム溶液を、１Ｎ塩酸３００部、次いで１０％食塩水２００部で分液、硫酸マ
グネシウムで脱水した。硫酸マグネシウムを除去して得た溶液からクロロホルムを減圧下
で留去し、式（ｈｙ）で表される化合物を３．５９部得た。
【０１５７】

【０１５８】
　式（ｈｚ）で表される化合物（ＢＯＮＴＲＯＮ（登録商標）Ｅ－１０８、オリヱント化
学工業（株）製）１．５０部をＮ，Ｎ－ジメチルホルミアミド１２０部に溶解させた溶液
（ｓ１）を作成した。別途、式（ｈｙ）で表される化合物１．７９部をＮ，Ｎ－ジメチル
ホルミアミド１００部に溶解させた溶液（ｔ１）を作成した。２５℃にて、溶液（ｓ１）
に溶液（ｔ１）を添加し、その後８０℃に昇温し、６時間攪拌した。該混合液を室温まで
冷却した後、飽和食塩水１００部、次いでイオン交換水７００部を加え、さらに１時間攪
拌した。その後、析出物を吸引濾過で取得し、イオン交換水１００部とヘキサン１００部
で洗浄し、式（１－４７）で表される化合物を１．９３部得た。

【０１５９】

式（１－４７）で表される化合物の同定；
（元素分析）Ｃ：７０．１　Ｈ：７．７　Ｎ：２．５
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【０１６０】
〔合成例２〕
　式（１ｘ）で表される化合物２０部とＮ－エチル－ｏ－トルイジン（和光純薬工業（株
）製）２００部とを遮光条件下混合し、得られた溶液を１１０℃で６時間攪拌した。得ら
れた反応液を室温まで冷却後、水８００部、３５％塩酸５０部の混合液中に添加し室温で
１時間攪拌したところ、結晶が析出した。析出した結晶を吸引濾過の残渣として取得後乾
燥し、式（１－２４）で表される化合物２４部を得た。収率は８０％であった。

式（１－２４）で表される化合物の同定；
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝[Ｍ＋Ｈ]＋６０３．４
　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　６０２．２
【０１６１】
〔合成例３〕
　Ｎ－エチル－ｏ－トルイジンに代えてＮ－プロピル－２，６－ジメチルアニリンを用い
る以外は合成例１と同様にして、式（１－３２）で表される化合物を得た。

　式（１－３２）で表される化合物の同定；
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝[Ｍ＋Ｈ]＋６５９．９
　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　６５８．９
【０１６２】
〔合成例４〕
　冷却管及び攪拌装置を備えたフラスコに、式（Ａ０－１）で表される化合物及び式（Ａ
０－２）表される化合物の混合物（商品名Chugai Aminol Fast Pink R；中外化成製）を
１５部、クロロホルム１５０部及びＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド８．９部を投入し、攪
拌下２０℃以下を維持しながら、塩化チオニル１０．９部を滴下して加えた。滴下終了後
、５０℃に昇温し、同温度で５時間維持して反応させ、その後２０℃に冷却した。冷却後
の反応溶液を、攪拌下２０℃以下に維持しながら、２－エチルヘキシルアミン１２．５部
及びトリエチルアミン２２．１部の混合液を滴下して加えた。その後、同温度で５時間攪
拌して反応させた。次いで得られた反応混合物をロータリーエバポレーターで溶媒留去し
た後、メタノールを少量加えて激しく攪拌した。この混合物を、イオン交換水３７５部の
混合液中に攪拌しながら加えて、結晶を析出させた。析出した結晶を濾別し、イオン交換
水でよく洗浄し、６０℃で減圧乾燥して、キサンテン染料１（式（Ａａ－１－１）～式（
Ａａ－１－８）で表される化合物の混合物）１１．３部を得た。



(40) JP 2013-203955 A 2013.10.7

10

20

30

40

50

【０１６３】

【０１６４】

【０１６５】
〔合成例５〕
　還流冷却器、滴下ロート及び攪拌機を備えたフラスコ内に窒素を０．０２Ｌ／分で流し
て窒素雰囲気とし、乳酸エチル３０５部を入れ、撹拌しながら７０℃まで加熱した。次い
で、アクリル酸４６部、３，４－エポキシトリシクロ［５．２．１．０２，６］デカン－
８－イルアクリレート及び３，４－エポキシトリシクロ［５．２．１．０２，６］デカン
－９－イルアクリレートの混合物（含有比はモル比で５０：５０）２４０部及び、乳酸エ
チル１８５部に溶解して溶液を調製し、該溶解液を、滴下ロートを用いて４時間かけて、
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７０℃に保温したフラスコ内に滴下した。
　一方、重合開始剤２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）３０部を乳
酸エチル２２５部に溶解した溶液を、別の滴下ロートを用いて４時間かけてフラスコ内に
滴下した。重合開始剤の溶液の滴下が終了した後、４時間、７０℃に保持し、その後室温
まで冷却して、固形分２６％の樹脂Ｂ１溶液を得た。樹脂Ｂ１の重量平均分子量は９．１
×１０３、分子量分布は２．１、固形分酸価は１２０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇであった。樹脂Ｂ
１は、以下の構造単位を有する。

【０１６６】
〔合成例６〕
　還流冷却器、滴下ロート及び攪拌機を備えたフラスコ内に窒素を適量流し窒素雰囲気に
置換し、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート３７１部を入れ、攪拌しな
がら８５℃まで加熱した。次いで、アクリル酸５４部、３，４－エポキシトリシクロ［５
．２．１．０２，６］デカン－８－イルアクリレート及び３，４－エポキシトリシクロ［
５．２．１．０２，６］デカン－９－イルアクリレートの混合物（含有比はモル比で５０
：５０）２２５部、ビニルトルエン(異性体混合物)８１部を、プロピレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート８０部に溶解させて調製した混合溶液を４時間かけてフラスコ
内に滴下した。
　一方、重合開始剤２，２－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）３０部をプロ
ピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１６０部に溶解させた溶液を５時間かけ
て滴下した。開始剤溶液の滴下終了後、８５℃で４時間保持した後、室温まで冷却して、
共重合体溶液を得た。この共重合体を樹脂Ｂ２とする。樹脂Ｂ２溶液の固形分は３７．５
％、Ｂ型粘度計（２３℃）で測定した粘度は２４６ｍＰａ・ｓであった。樹脂Ｂ２の重量
平均分子量は１．０６×１０４、固形分換算の酸価は１１５ｍｇ－ＫＯＨ／ｇ、分子量分
布は２．０１であった。樹脂Ｂ２は、以下の構造単位を有する。

【０１６７】
〔合成例７〕
　撹拌機、温度計、還流冷却管、滴下ロート及び窒素導入管を備えたフラスコに、プロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテート１８２ｇを導入し、フラスコ内雰囲気を空
気から窒素にした後、１００℃に昇温後、ベンジルメタクリレート７０．５ｇ（０．４０
モル）、メタクリル酸４３．０ｇ（０．５モル）、トリシクロデカン骨格のモノメタクリ
レート（ジシクロペンタニルメタクリレート；日立化成（株）製ＦＡ－５１３Ｍ）２２．
０ｇ（０．１０モル）及びプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１３６ｇ
からなる混合物に２，２’－アゾビスイソブチロニトリル３．６ｇを添加した溶液を滴下
し、さらに１００℃で撹拌し続けた。
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次に、フラスコ内雰囲気を窒素から空気にし、グリシジルメタクリレート３５．５ｇ［０
．２５モル、（本反応に用いたメタクリル酸のカルボキシ基に対して５０モル％）］、ト
リスジメチルアミノメチルフェノール０．９ｇ及びハイドロキノン０．１４５ｇをフラス
コ内に投入し、１１０℃で反応を続け、固形分２９％、固形分酸価が７９ｍｇＫＯＨ／ｇ
の樹脂Ｂ３溶液を得た。ＧＰＣにより測定したポリスチレン換算の重量平均分子量は３０
，０００であった。
【０１６８】
　合成例で得られた樹脂のポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）及び数平均分子量
（Ｍｎ）の測定は、ＧＰＣ法を用いて、以下の条件で行った。
　装置；Ｋ２４７９（（株）島津製作所製）
　カラム；ＳＨＩＭＡＤＺＵ　Ｓｈｉｍ－ｐａｃｋ　ＧＰＣ－８０Ｍ
　カラム温度；４０℃
　溶媒；ＴＨＦ（テトラヒドロフラン）
　流速；１．０ｍＬ／ｍｉｎ
　検出器；ＲＩ
　校正用標準物質　；ＴＳＫ　ＳＴＡＮＤＡＲＤ　ＰＯＬＹＳＴＹＲＥＮＥ　Ｆ－４０、
Ｆ－４、Ｆ－２８８、Ａ－２５００、Ａ－５００（東ソー（株）製）
　上記で得られたポリスチレン換算の重量平均分子量及び数平均分子量の比（Ｍｗ／Ｍｎ
）を分子量分布とした。
【０１６９】
〔実施例１〕
＜着色硬化性樹脂組成物の調製＞
　着色剤（Ａ）：Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６（顔料）　　　　　２２．２部
　アクリル系顔料分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．６部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　１５０部
を混合し、ビーズミルを用いて顔料を十分に分散させ、ついで、
　着色剤（Ａ）：式（１－４７）で表される化合物　　　　　　　　　　　８．０部
　樹脂（Ｂ）：樹脂Ｂ１（固形分換算）　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
　重合性化合物（Ｃ）：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　　　　（カヤラッド（登録商標）ＤＰＨＡ；日本化薬（株）製）　　　　　５０部
　重合開始剤（Ｄ）：Ｎ－ベンゾイルオキシ－１－（４－フェニルスルファニルフェニル
）オクタン－１－オン－２－イミン（イルガキュア（登録商標）ＯＸＥ　０１；ＢＡＳＦ
社製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
　化合物（Ｑ）：４－メトキシ－１－ナフトール（キノパワー（登録商標）ＭＮＴ；川崎
化成工業（株）製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
　レベリング剤（Ｆ）：ポリエーテル変性シリコーンオイル（トーレシリコーンＳＨ８４
００：東レ・ダウコーニング（株）製）　　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
　溶剤（Ｅ）：乳酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０３部
　溶剤（Ｅ）：プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　１７５部
を混合して着色硬化性樹脂組成物を得た。
【０１７０】
＜着色パターンの作製＞
　５ｃｍ角のガラス基板（イーグル２０００；コーニング社製）上に、着色硬化性樹脂組
成物をスピンコート法で塗布したのち、１００℃で３分間プリベークして着色組成物層を
得た。放冷後、着色組成物層が形成された基板と石英ガラス製フォトマスクとの間隔を１
００μｍとして、露光機（ＴＭＥ－１５０ＲＳＫ；トプコン（株）製）を用いて、大気雰
囲気下、１５０ｍＪ／ｃｍ２の露光量（３６５ｎｍ基準）で光照射した。フォトマスクと
しては、１００μｍラインアンドスペースパターンが形成されたものを使用した。光照射
後の着色組成物層を、非イオン系界面活性剤０．１２％と水酸化カリウム０．０４％を含
む水系現像液に２４℃で６０秒間浸漬現像し、水洗後、オーブン中、２００℃で１０分間



(43) JP 2013-203955 A 2013.10.7

10

20

30

40

50

ポストベークを行い、着色パターンを得た。
【０１７１】
＜膜厚測定＞
　得られた着色パターンについて、膜厚測定装置（ＤＥＫＴＡＫ３；日本真空技術（株）
製））を用いて膜厚を測定した。
【０１７２】
＜色度評価＞
　得られた着色パターンについて、測色機（ＯＳＰ－ＳＰ－２００；オリンパス（株）製
）を用いて分光を測定し、Ｃ光源の特性関数を用いてＣＩＥのＸＹＺ表色系におけるｘｙ
色度座標（ｘ、ｙ）と三刺激値Ｙとを測定した。Ｙの値が大きいほど明度が高いことを表
す。結果を表１に示す。
【０１７３】
＜コントラスト評価＞
　露光の際にフォトマスクを使用しない以外は、着色パターンの作製と同様の操作を行い
、着色塗膜を作製した。得られた着色塗膜について、コントラスト計（ＣＴ－１；壺坂電
機社製、色彩色差計ＢＭ－５Ａ；トプコン社製、光源；Ｆ－１０、偏光フィルム；壷坂電
機（株）製）を用いて、ブランク値を３００００としてコントラストを測定した。着色塗
膜におけるコントラストが高ければ、着色パターンにおいても同様に高コントラストであ
るといえる。結果を表１に示す。
【０１７４】
〔実施例２〕
　着色剤（Ａ）：Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６（顔料）　　　　　２９．１部
　アクリル系顔料分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１．１部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　１９４部
を混合し、ビーズミルを用いて顔料を十分に分散させ、ついで、
　着色剤（Ａ）：式（１－３２）で表される化合物　　　　　　　　　　　２．２部
　樹脂（Ｂ）：樹脂Ｂ２（固形分換算）　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
　重合性化合物（Ｃ）：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　　　　（カヤラッド（登録商標）ＤＰＨＡ；日本化薬（株）製）　　　　　５０部
　重合開始剤（Ｄ）：Ｎ－ベンゾイルオキシ－１－（４－フェニルスルファニルフェニル
）オクタン－１－オン－２－イミン（イルガキュア（登録商標）ＯＸＥ　０１；ＢＡＳＦ
社製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
　化合物（Ｑ）：４－メトキシ－１－ナフトール（キノパワー（登録商標）ＭＮＴ；川崎
化成工業（株）製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７部
　レベリング剤（Ｆ）：ポリエーテル変性シリコーンオイル（トーレシリコーンＳＨ８４
００：東レ・ダウコーニング（株）製）　　　　　　　　　　　　　　　０．３３部
　溶剤（Ｅ）：４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン　　　　　　６０３部
　溶剤（Ｅ）：プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　２２６部
を混合して着色硬化性樹脂組成物を得た。
【０１７５】
ポストベークを２３０℃で３０分間で行う以外は実施例１と同様の操作を行い、着色パタ
ーンを得た。得られた着色パターンについて、実施例１と同様にして評価を行った。
【０１７６】
〔比較例１〕
　（Ａ）着色剤：Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６（顔料）　　　　　　２０部
　アクリル系顔料分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　１３７部
を混合し、ビーズミルを用いて顔料を十分に分散させ、ついで、
　（Ａ）着色剤：キサンテン染料１　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５部
　（Ｂ）樹脂：樹脂Ｂ３溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５７部
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　（Ｃ）重合性化合物：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　　　　（日本化薬（株）製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
　（Ｄ）重合開始剤：ＯＸＥ　０１（ＢＡＳＦ社製）　　　　　　　　　　１５部
　（Ｅ）溶剤：４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン　　　　　２８９部
を混合して着色硬化性樹脂組成物を得た。該着色硬化性樹脂組成物について、実施例２と
同様の操作を行い、着色パターンを得た。得られた着色パターンについて、実施例１と同
様にして評価を行った。結果を表１に示す。
【０１７７】
【表１】

【０１７８】
〔実施例３〕
　式（１－３２）で表される化合物を式（１－２４）で表される化合物に代える以外は実
施例２と同様にして、着色硬化性樹脂組成物を得る。該着色硬化性樹脂組成物から、高コ
ントラストなカラーフィルタを得る。
【０１７９】
　実施例の着色硬化性樹脂組成物によれば、得られた着色塗膜は、高いコントラストを示
すことが確認された。このことから、本発明の着色硬化性樹脂組成物から得られる着色塗
膜や着色パターンは、高コントラストなカラーフィルタとして有用であり、該カラーフィ
ルタを含む液晶表示装置は表示特性に優れることがわかる。
【産業上の利用可能性】
【０１８０】
　本発明の着色硬化性樹脂組成物によれば、高コントラストなカラーフィルタを形成する
ことができる。
【符号の説明】
【０１８１】
　２１　ガラス基板
　２２　ＴＦＴ（スイッチング素子）
　２２ａ　ゲート電極
　２２ｂ　ゲート絶縁膜
　２２ｃ　多結晶シリコン膜
　２２ｄ　保護膜
　２３　カラーフィルタ層
　２３Ａ　着色硬化性樹脂組成物層（カラーフィルタ）
　２３ａ　赤色フィルタ
　２３ｂ　緑色フィルタ
　２３ｃ　青色フィルタ
　２４　画素電極
　２７　信号線
　２９　感光性樹脂膜（保護膜）
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